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母
校
新
潟
県
立
新
潟
高
等
学
校

は
、
明
治
25
年
（
１
８
９
２
）
７
月

に
新
潟
県
内
最
初
の
県
立
尋
常
中
学

校
と
し
て
創
立
さ
れ
て
以
来
１
２
０

周
年
を
迎
え
、
10
月
20
日
に
は
記
念

式
典
お
よ
び
記
念
祝
賀
会
が
予
定
さ

れ
て
居
り
ま
す
。

　

１
２
０
年
間
に
わ
た
っ
て
約
４
万

人
に
上
る
生
徒
を
指
導
し
、
そ
の
才

能
を
磨
き
育
て
て
有
為
な
人
材
と
し

て
世
に
送
り
出
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
間
の
歴
代
校
長
を
は
じ
め
と
す

る
指
導
に
当
た
ら
れ
た
教
員
各
位
の

大
き
な
ご
努
力
に
深
く
敬
意
と
感
謝
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母
校
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
青
山
同
窓
会
会
長

長
谷
川
　
義
明
（
61
回
）

を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
同
窓
生

達
が
実
に
多
く
の
分
野
で
活
躍
し
、

地
域
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
素

晴
ら
し
い
実
績
を
残
さ
れ
る
と
と
も

に
指
導
的
立
場
で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
て
居
ら
れ
ま
す
。
こ
の
母

校
の
同
窓
生
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献

の
大
き
さ
に
思
い
を
致
す
と
き
、
教

育
の
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
、
教
師

と
い
う
職
業
に
か
か
わ
る
人
々
の
役

割
の
大
き
さ
、
そ
し
て
同
窓
生
と
し

て
切
磋
琢
磨
し
あ
っ
て
き
た
仲
間

た
ち
の
尊
さ
な
ど
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。

　

市
民
芸
術
文
化
会
館
の
コ
ン
サ
ー

ト 

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
記
念
式

典
で
は
、
第
65
回
卒
業
の
大
阪
大
学

名
誉
教
授 

神
林
恒
道
氏
に
よ
る
第

７
回
卒
業
の
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授 

會
津
八
一
氏
の
業
績
に
関
す
る
記
念

講
演
と
、
第
１
１
１
回
卒
業
の
石
丸

由
佳
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス 

シ
ャ

ル
ト
ル
大
聖
堂
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
グ

ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
と
し
て
、
祝
典
曲

な
ど
パ
イ
プ 

オ
ル
ガ
ン
の
記
念
演

奏
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
居
り

ま
す
。
同
窓
生
が
実
に
多
彩
で
、
国

際
的
に
も
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
続
け

て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
記

念
式
典
に
な
る
こ
と
と
期
待
を
致
し

て
居
り
ま
す
。

　

記
念
事
業
と
し
て
は
、
式
典
、
祝

賀
会
の
ほ
か
、
同
窓
会
で
は
学
校
側

と
と
も
に
青
山
１
２
０
年
史
の
編

纂
、
同
窓
会
名
簿
の
作
成
そ
し
て
学

習
環
境
の
整
備
事
業
を
行
う
こ
と
と

し
て
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
に
要
す
る
費
用
と
し

て
同
窓
の
皆
さ
ん
に
３
０
０
０
万
円

を
目
標
と
す
る
募
金
の
お
願
い
を
し

て
参
り
ま
し
た
。
大
震
災
の
後
の
大

変
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
に
も
拘
わ

ら
ず
、
幸
い
各
位
の
有
り
難
い
ご
協

力
を
頂
き
、
目
標
を
大
き
く
上
回
る

３
５
０
０
万
円
近
い
ご
寄
付
を
頂
く

こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に

謹
ん
で
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　今年も新潟高校卒業生で、各界でご活躍の方々から講演をして頂きます。
　皆様のお越しを心からお待ち申し上げております。

　○開催日　　平成 24年 11月 17日（土）　13：30 ～ 16：00
　○会　場　　新潟県立新潟高等学校　視聴覚ホール　・駐車場はありません
　　　　　　　・スリッパの数が限られています。なるべく「上履き」をお持ちください。
　○定　員　　400 名　（一般市民の方々にも聞いていただきます）
　○参加費　　無料
　○講演予定者
　　　西村宏子さん（63 回卒）
　　　　新潟医療福祉大学　特任教授
　　　　　演題「成人病は胎生期から始まる　―動物実験から臨床まで―」
　　　　　　　�　胎生期に低栄養など異常な胎内環境に曝されると、胎児の発育が遅れ、出生時体重が低くなり

ます。胎児は異常環境に合わせて代謝や生理機能をプログラムするため、成長後高血圧、糖尿病
や適応障害などの発生率が高くなり、社会的に重要な問題となっている現状をお話し致します。

　　　よこざわけい子さん（79 回卒）
　　　　株式会社ゆーりんプロ　代表取締役　よこざわけい子声優・ナレータースクール　学校長
　　　　　演題「夢はできるだけ大きく、信じた道を！」
　　　　　　　�　声優・ナレーターとしての夢を手に入れるまでの道のりを通し、夢の大切さと努力についてお

話したいと思います。また、自作の物語の朗読をお聞きください。
　　　　　声優代表作品
　　　　　　天空の城ラピュタ（シータ）、ドラエもん（ドラミちゃん）、にこにこ・ぷん（ぴっころ）など
　○お申し込み方法
　　　当日、直接お出でください。当日は満席になり次第締め切らせていただきます。
　○お問い合わせ
　　　青山同窓会事務局　 電話・FAX　025-266-5268　　　E-mail　niigata_aoyama@yahoo.co.jp

◇　青山学術文化講演会　◇

創立百二十周年特集は３ページに掲載しております
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学
習
環
境
整
備
事
業
と
し
て
、
各

教
室
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
窓
に
日
照
調
整

の
フ
イ
ル
ム
を
貼
る
工
事
を
行
う
こ

と
と
し
、
同
窓
生
関
連
企
業
に
よ
る

公
募
を
行
い
、
８
月
に
は
工
事
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
諸
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
母
校
に
学
ぶ
若
者
た
ち

が
、
よ
り
良
い
学
習
環
境
の
下
で
、

さ
ら
に
そ
の
才
能
に
磨
き
を
か
け
る

機
会
に
恵
ま
れ
て
大
き
く
成
長
し
て

く
れ
る
事
を
期
待
致
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

重
ね
て
１
２
０
周
年
記
念
諸
事
業

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各

位
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の
一
層
の
ご
健
勝
ご

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平成25年青山同窓会
新年会のお知らせ

来年の新年会は平成 25年２月 14日（木）を予

定しております。詳細は次号会報に掲載いたし

ます。

平
成
24
年
度

�

青
山
同
窓
会
新
年
会
報
告

小
沢
　
謙
一
（
93
回
）

　

恒
例
の
青
山
同
窓
会
新
年
会
が
、

２
月
16
日
（
木
）
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア

軒
で
開
催
さ
れ
、
百
二
十
名
近
く
の

方
が
出
席
し
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
長
谷
川
義
明
青
山
同
窓

会
会
長
（
61
回
）
が
、
本
年
に
予
定

さ
れ
て
い
る
百
二
十
周
年
記
念
事
業

の
計
画
、
募
金
活
動
状
況
な
ど
の
話

を
交
え
て
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
次

い
で
、大
滝
祐
幸
新
潟
高
校
校
長
が
、

本
校
の
近
況
報
告
の
ほ
か
、
二
十
三

年
度
末
で
定
年
退
職
さ
れ
る
こ
と
を

前
置
き
し
、
一
昨
年
、
野
球
部
が
春

の
甲
子
園
セ
ン
バ
ツ
大
会
の
「
21
世

紀
枠
」
に
よ
る
出
場
を
惜
し
く
も
逃

し
た
時
の
思
い
出
等
、
母
校
に
お
け

る
勤
務
を
振
り
返
り
な
が
ら
ご
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、篠
田
昭
新
潟
市
長
（
75
回
）

の
ご
挨
拶
に
続
き
、
こ
の
日
の
出
席

者
の
中
で
は
、
二
番
目
の
長
老
と
な

り
ま
し
た
上
村
光
司
前
会
長（
50
回
）

の
張
り
の
あ
る
ご
発
声
で
乾
杯
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
席
者
は
大
先
輩
の
方
々

を
は
じ
め
、
六
十
代
か
ら
二
十
代
ま

で
と
年
代
層
が
幅
広
く
且
つ
、
女
性

も
大
変
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
各

テ
ー
ブ
ル
と
も
多
様
な
顔
揃
え
に
も

拘
ら
ず
、
年
代
を
越
え
て
す
ぐ
に
打

解
け
盛
会
と
な
っ
た
の
も
百
二
十
年

の
伝
統
あ
る
青
山
同
窓
会
の
な
せ
る

業
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
卓

上
に
は
筆
者
の
野
球
部
時
代
の
後
輩

が
製
造
す
る
フ
ェ
ル
ミ
エ
の
ワ
イ
ン

も
並
び
楽
し
さ
も
倍
増
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
行
事
を
締
め
括
る
恒
例
の

「
丈
夫
」
の
音
頭
は
、
イ
タ
リ
ア
軒

勤
務
の
川
嶋
大
介
（
93
回
）
さ
ん
が

務
め
、
参
加
者
全
員
で
元
気
に
合
唱

し
た
後
、
夏
の
同
窓
会
総
会
で
の
再

会
を
誓
い
合
い
な
が
ら
、
古
町
界
隈

へ
と
三
々
五
々
散
会
し
ま
し
た
。

東
京
青
山
同
窓
会

�

新
人
歓
迎
会
・
講
演
会

校
内
幹
事
　
櫻
井
　
麻
利
子
（
94
回
）

　

６
月
22
日（
金
）Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京
に

て
、表
記
の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
か
ら
は
、
風
間
士
郎
副
会
長
、

山
内
春
夫
副
会
長
、
吉
田
徳
治
副
幹

事
長
、
旧
３
学
年
よ
り
学
年
部
長
の

渡
邉
孝
弘
、
10
組
担
任
裏
田
仁
、
校

内
幹
事
・
８
組
担
任
の
櫻
井
の
計
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

太
田
裕
東
京
青
山
同
窓
会
副
会
長

（
71
回
）、
来
賓
挨
拶
の
後
、
田
崎
正

巳
さ
ん
（
84
回
）
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
代
表
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大

学
経
済
学
部
教
授
を
務
め
た
経
験
か

ら
「
経
済
成
長
率
Ｎ
ｏ
．１
の
モ
ン

ゴ
ル
と
新
興
国
の
若
者
気
質
」
と
題

し
て
多
く
の
写
真
を
交
え
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
新
興
国
に
は
、
そ
の
国
が

そ
う
な
っ
て
き
た
過
程
が
あ
る
。
そ

れ
は
長
い
歴
史
の
中
で
そ
の
国
の

人
々
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
を
え
ず
に

歩
ん
で
き
た
も
の
。
そ
の
結
果
と
し

て
今
の
姿
が
あ
る
。新
興
国
で
の（
と

の
）「
仕
事
を
す
る
」と
い
う
意
味
は
、

先
進
的
な
日
本
の
事
例
を
単
に
コ

ピ
ー
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
先
進
的

な
事
例
を
既
に
経
験
し
て
い
る
人
間

と
し
て
、
そ
の
国
に
ふ
さ
わ
し
い
新

し
い
シ
ス
テ
ム
を
一
緒
に
築
き
上
げ

る
と
い
う
姿
勢
が
必
要
。

　

こ
れ
か
ら
活
躍
す
る
の
は
、
日
本

国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
な

場
。そ
の
際
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、

相
手
国
へ
の
尊
重
、
相
手
個
人
へ
の

敬
愛
の
念
、
日
本
人
と
し
て
の
謙
虚

さ
、「
日
本
至
上
主

義
」
か
ら
の
脱
却
。

グ
ロ
ー
バ
ル
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
し
て
の
交
渉

力
は
重
要
だ
が
、
日

本
人
の
優
位
性
は

「
自
信
を
持
っ
た
上

で
の
謙
虚
さ
、
信
頼

感
」
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
必
ず
「
世
界

共
通
」
で
の
評
価
軸

と
言
え
る
、
と
新
人

た
ち
へ
熱
く
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

恒
例
の
新
人
コ
ー

ル
が
野
口
俊
介
さ
ん

（
84
回
）
に
よ
り
行

わ
れ
、
新
人
を
代
表

し
て
横
山
玄
さ
ん
が

返
礼
の
辞
を
述
べ
た

後
、
猪
口
孝
東
京
青
山
同
窓
会
長

（
70
回
）
の
御
発
声
で
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

世
代
を
超
え
て
親
交
を
深
め
、
最

後
に
、
出
席
し
た
新
人
17
名
が
壇
上

に
並
び
、
二
ノ
宮
ま
り
さ
ん
の
音
頭

で
校
歌
を
、
横
山
玄
さ
ん
、
松
元
慎

典
さ
ん
、
長
谷
川
賢
人
さ
ん
が
リ
ー

ド
し
て
丈
夫
を
斉
唱
し
、
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

卒
業
式
か
ら
わ
ず
か
三
ヶ
月
で
す

が
、
東
京
の
風
に
当
た
っ
て
少
し
大

人
に
な
っ
た
新
人
１
２
０
回
生
た
ち

が
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
会
で
し
た
。
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　『青山百二十年史』につきまして、多くの方々より予約をいただきありがとうございます。
　１月の『青山同窓会報』でも御案内いたしたところですが、御予約は下記のようにお願い申しあげます。

１．『青山百二十年史』の申し込み締め切りは、記念式典当日（平成 24 年 10 月 20 日）といたします。

２．�お支払いは、『青山百二十年史』をお送りする際（平成 25 年２月予定）に「創立百二十周年記念実行委員会」宛の
振込用紙を同梱いたしますので、そちらをお使いください。

３．�申し込みはがきを失くされた方は、たいへん御手数をおかけいたしますが、日本郵便のはがきに、①御住所（送付先）、
②御署名、③卒業回、④御希望が CD-ROM 版か書籍かを御記入のうえ、〒 951-8790　新潟市中央区白山浦２丁
目 645 番地 54　株式会社　新潟日報事業社　『青山百二十年史』係　にお申し込み願います。

新入生の１年生の皆様をはじめ、在校生の皆様方もどうぞ御予約ください。

『青山百二十年史』の予約をお受けいたします

創立百二十周年記念行事への参加方法のお知らせ

記念行事の概要が決まりました。参加を希望される方は
下記の要領にてお申し込みをお願いします。

【記念式典・講演会・演奏会】
◆　期日　平成 24 年 10 月 20 日（土）
◆　会場　りゅ～とぴあ　コンサートホール
　　　　　（同窓生は３階席となります。）
◆　タイムスケジュール
　　午後１時…………… 受付
　　午後１時 30 分……… 式典
　　午後２時 30 分……… 記念講演会
　　　講師：神林恒道さん
　　　　　　（65 回卒　會津八一記念館館長）
　　　演題「會津八一の美学」
　　午後４時～５時…… 記念演奏会
　　　パイプオルガン演奏者：石丸由佳さん
　　　�（111 回卒　シャルトル国際オルガンコンクール・

グランプリ受賞）
◆　申込み方法
　�　会場は収容人員が 1,700 人ですが生徒保護者を優先

し、先着順に参加券を郵送いたします。
　�　参加ご希望の方は往復ハガキに住所、参加者の氏名
（１人１枚）、卒業期、電話番号を記入の上、８月１日（消
印）～８月末日（消印）の間にご郵送下さい。

　�　期間を必ずお守り下さい。期間以外は無効となります。
期間内であっても定員に達した場合は締め切りとします
ので、お早目にお申し込みください。

【記念祝賀会】
◆　期日　平成 24 年 10 月 20 日（土）
◆　会場　ホテルオークラ４階　コンチネンタル
◆　タイムスケジュール
　　午後６時…………… 受付
　　午後６時 30 分……… 開会
◆　会費　１万円（着席フルコースディナー）
同封の郵便振替用紙にて９月 20 日までに郵便局から払
込み下さい。
入金を持って出席の予約とさせて頂きます。
また当日半券をお持ちの上、受付にご提示下さい。

《往復ハガキの記載例》
【返信うら】【返信おもて】

白　
　
　

紙

〒
　

ご
自
身
の
住
所

　

ご
自
身
の
お
名
前　

あ
て

【往信うら】【往信おもて】

①　

〒　

ご
住
所

②　

ご
氏
名
（
卒
業
期
）

③　

お
電
話
番
号

〒
９
５
１

－

８
１
２
７

新
潟
市
中
央
区

�

関
屋
下
川
原
町
２
の
６
３
５

新
潟
高
校
内　
　
　

青
山
同
窓
会　

行

1 2 0 周 年 特 集

青山同窓会　120周年名簿発刊
　会員皆様のご協力により６月末に発行となり名簿購入希望者及び広告掲載をご協力いただきました方々へ発送させて
頂きました。大変ありがとうございました。
　これから名簿購入を希望される方は、同窓会事務局へご連絡宜しくお願い致他します。部数の可能な範囲で送付させ
て頂きます。
　また、会員名簿には、約 39,000 名の名簿が掲載されております。取扱いにはご留意下さい。
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新
任
の
ご
あ
い
さ
つ校長

　
草
間
　
俊
之

　

こ
の
度
、
定
年
退
職
さ
れ
た
大
滝

祐
幸
校
長
の
後
任
と
し
て
、
県
教
育

委
員
会
教
育
次
長
か
ら
、
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
校
長
職
は
、
荒
川
高
校

１
年
、
高
田
高
校
２
年
、
本
校
で
３

校
目
と
な
り
ま
す
。

　

青
陵
健
児
と
と
も
に
、
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
は
、
望
外
の
喜
び
で
あ

り
ま
す
が
、
同
時
に
、
青
山
百
二
十

年
の
歴
史
と
伝
統
に
思
い
を
馳
せ
る

と
き
、
改
め
て
、
職
責
の
重
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
運
営
に
つ
い
て
は
、
尊
敬
す

る
大
滝
校
長
の
路
線
を
そ
の
ま
ま
継

承
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

青
山
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
ず

も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
母
校
へ

の
御
指
導
、
御
鞭
撻
、
御
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
御
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
潟
高
校
創
立
百
二
十

周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
10
月
20

日
の
記
念
式
典
に
向
け
て
、
同
窓
会

を
中
心
に
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
記
念
行
事
の
企
画
や

準
備
等
に
携
わ
る
こ
と
な
く
、
お
膳

立
て
が
そ
ろ
っ
た
段
階
で
の
着
任

で
、
大
滝
校
長
に
後
ろ
め
た
さ
を
感

じ
つ
つ
、
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
や
御
厚
志
等
御
支
援
を
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
、
感
謝
す
る
ば
か
り

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
の
今
春
の
大
学
入
試

結
果
は
、
東
京
大
学
や
京
都
大
学
等

い
わ
ゆ
る
難
関
大
学
と
医
学
部
医
学

科
へ
の
入
学
者
数
は
、
公
立
高
校
で

比
較
し
ま
す
と
、
全
国
10
位
、
医
学

科
だ
け
に
限
れ
ば
、
全
国
２
位
と
な

る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
大
滝
校
長
が
目
指
し

て
い
た
成
果
が
表
れ
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
は
、
政
治
的
に
も

経
済
的
に
も
、
先
行
き
不
透
明
な
時

代
で
あ
り
ま
す
。
千
兆
円
を
超
え
る

借
金
を
誰
が
返
す
の
か
と
い
う
問
題

や
大
学
卒
業
者
の
就
職
問
題
等
を
考

え
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
若
者
た
ち
に

は
、
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
厳
し
い
社
会
を
生
き
抜
く

た
め
に
は
、
大
学
に
入
る
た
め
の
勉

強
も
大
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学

に
入
っ
て
か
ら
、
さ
ら
に
は
、
社
会

に
出
て
か
ら
の
学
び
が
よ
り
重
要
で

あ
り
ま
す
。
最
近
の
大
学
生
は
お
客

様
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

学
、
と
り
わ
け
社
会
で
は
、
文
献
に

当
る
な
ど
、
独
り
で
学
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
我
ら
が
青
陵
健
児
に

は
、
学
校
を
出
て
か
ら
も
、
独
学
で

様
々
な
こ
と
を
謙
虚
に
学
ぶ
習
慣
、

独
習
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
青
山
同

窓
会
の
今
後
益
々
の
御
発
展
と
皆
様

方
の
御
健
勝
を
祈
念
し
、
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

前
学
校
長
　
大
滝
　
祐
幸

　

４
年
前
に
着
任
し
た
時
、「
こ
ん

な
学
校
を
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う

に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１　

新
潟
県
の
中
心
と
な
る
学
校
で

あ
り
た
い

　

す
べ
て
の
高
校
の
見
本
と
な
り
、

県
内
の
幼
・
小
・
中
・
高
・
大
、
す

べ
て
の
学
校
に
有
形
・
無
形
の
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
で
あ

り
た
い
。

２　

真
の
一
流
校
で
あ
り
た
い

　

生
徒
に
ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー

ジ
ュ
を
身
に
付
け
さ
せ
る
学
校
、
生

徒
の
持
っ
て
い
る
力
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
る
学
校
で
あ
り
た
い
。

３　

学
力
と
体
力
と
気
力
を
身
に
付

け
る
学
校
で
あ
り
た
い

　

す
べ
て
の
生
徒
に
、
青
年
期
に
必

要
な
体
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と

も
に
、
全
員
が
納
得
で
き
る
進
学
先

を
保
証
す
る
学
校
で
あ
り
た
い
。

４　

当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る
生

徒
を
育
て
た
い

　

私
が
考
え
る
「
よ
い
生
徒
」
と
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

遅
刻
し
な
い
で
学
校
に
来
て
、
授

業
中
一
生
懸
命
勉
強
し
、
自
分
の

使
っ
た
所
を
き
ち
ん
と
掃
除
す
る
。

そ
し
て
、
た
ま
に
で
い
い
か
ら
人
に

喜
ば
れ
る
こ
と
を
す
る
。

５　

組
織
で
動
く
学
校
で
あ
り
た
い

　

学
校
が
達
成
す
べ
き
目
標
に
対
し

て
、
教
職
員
全
員
の
持
っ
て
い
る
力

量
を
存
分
に
引
き
出
す
組
織
で
あ
り

た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
学
校
の
姿
を
実
現
す

べ
く
、
生
徒
に
は
、
ノ
ブ
レ
ス
・
オ

ブ
リ
ー
ジ
ュ
を
果
た
せ
、
中
心
に
立

て
（
ハ
ン
カ
チ
の
理
論
）
と
言
い
続

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
育
目
標
を

み
ん
な
で
口
ず
さ
め
る
よ
う
に
、
真

理
追
究
、
自
主
自
律
、
社
会
貢
献
と

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
新
潟
高
校
生

の
求
め
る
姿
を
実
践
し
て
い
る
か
を

自
ら
確
認
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

校
歌
に
あ
る
「
凜
々
し
く
」
を
基
と

し
た
「
凜
と
し
て
」
の
鏡
を
卒
業
記

念
品
と
し
て
１
階
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

随
分
口
う
る
さ
い
校
長
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
社
会
貢
献
し
た
い
と
考
え
る

す
ば
ら
し
い
生
徒
た
ち
と
、
そ
の
生

徒
の
持
っ
て
い
る
力
を
最
大
限
伸
ば

そ
う
と
す
る
教
職
員
集
団
が
私
の
目

の
前
に
い
ま
し
た
。
今
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
私
が
何
か
を
し
よ
う
と

思
っ
て
動
い
た
の
で
は
な
く
、
私
が

そ
う
い
う
生
徒
と
教
職
員
に
衝
き
動

か
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

今
更
な
が
ら
、
校
長
と
し
て
本
当

に
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
だ

と
実
感
し
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
っ
た
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
す
ば

ら
し
い
後
輩
が
更
に
大
き
く
育
つ
よ

う
、
同
窓
の
皆
様
に
ご
助
力
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
、
退
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
あ
い
さ
つ

柳
本
　
和
貴
（
94
回
）

　

こ
の
た
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
お
お
せ

つ
か
り
ま
し
た
柳
本
和
貴
と
申
し
ま

す
。
１
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
年
は
ち
ょ
う
ど
創
立
１
２
０
周

年
の
記
念
の
年
に
あ
た
る
と
い
う
こ

と
で
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
後
輩
た
ち
の
た
め
に
素

晴
ら
し
い
事
業
を
予
定
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
１
２
０
周
年
の
事
業

に
よ
り
、
生
徒
た
ち
が
勉
強
や
部
活

動
に
お
い
て
ま
す
ま
す
充
実
し
た
高

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
ま
た
先
生
方
が
よ
り
密
度
の
濃

い
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
心
か
ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と

は
ま
っ
た
く
縁
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
昨
年
か
ら
娘
が
お
世
話
に
な
る

よ
う
に
な
り
、
ご
縁
を
い
た
だ
い
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
か
か
わ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
１
年
間
、
副

会
長
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し



青山同窓会報（5） 第　95　号 平成 24 年７月12日

URL http://www.geocities.jp/niigata_aoyama/ 　　　E-mail 　niigata_aoyama@yahoo.co.jp

た
が
、
現
在
の
学
校
の
状
況
や
校
長

先
生
の
お
考
え
、
子
ど
も
た
ち
の
様

子
な
ど
を
身
近
に
知
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
青
陵
祭
や
青
山
祭
な
ど
に
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
を
懐
か
し

く
思
い
出
す
と
同
時
に
、
ま
だ
ま
だ

今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
丈
夫
魂
が
健

在
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
、
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に

も
、
ぜ
ひ
、
青
陵
祭
な
ど
の
際
に
は

足
を
お
運
び
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
、
さ

ら
に
他
の
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と

の
交
流
の
機
会
も
増
え
て
く
る
こ
と

と
思
い
ま
す
の
で
、
広
く
今
の
高
校

生
を
取
り
巻
く
問
題
と
そ
れ
に
対
す

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み
な
ど
を
吸
収

し
、
我
が
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
も
活

か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
学
校
と
家
庭
と

が
信
頼
関
係
を
築
き
、
そ
れ
を
深
め

る
場
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
夢
の

実
現
の
た
め
に
努
力
す
る
子
ど
も
た

ち
を
、
学
校
と
家
庭
と
が
両
輪
と

な
っ
て
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
山
同
窓
会

�

総
会
実
行
委
員
長
挨
拶

渡
邉
　
毅
（
85
回
）

　

今
年
度
よ
り
青
山
同
窓
会
総
会
実

行
委
員
長
を
拝
名
致
し
ま
し
た
、
85

回
卒
の
渡
邉
毅
と
申
し
ま
す
。

　

新
潟
高
校
創
立
１
２
０
周
年
と
い

う
節
目
の
年
に
こ
の
よ
う
な
大
役
を

仰
せ
つ
か
っ
た
こ
と
に
緊
張
と
責
任

を
感
じ
ま
す
が
、
大
過
な
く
任
を
全

う
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
ま
し
た
事

前
振
込
方
式
で
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
法

に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ま
た
今
年
度

は
再
び
会
場
が
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
会
場
や
食
事
に
対
す
る
評

価
等
々
を
、
私
や
実
行
副
委
員
長
を

務
め
ま
す
渋
谷
聡
さ
ん
（
88
回
卒
）

と
渡
辺
二
三
枝
さ
ん
（
92
回
卒
）
に

直
接
、
ま
た
は
同
窓
会
事
務
局
等
を

通
じ
ま
し
て
忌
憚
な
く
お
伝
え
下

さ
い
。

　

今
年
度
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
現

役
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏

に
加
え
、『
三
味
線
プ
レ
イ
ヤ
ー
』

と
し
て
着
実
に
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ

る
小
林
史
佳
さ
ん
（
１
０
１
回
卒
）

に
も
演
奏
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
ま
す

こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
懇
親
会
が
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

に
と
っ
て
往
時
を
懐
か
し
む
良
き
邂

逅
の
場
と
し
て
、
ま
た
先
輩
後
輩
の

絆
を
深
め
る
契
機
と
し
て
今
後
も
あ

り
続
け
る
た
め
、
微
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
の
で
ど
う
か
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

54
・
55
同
期
会
「
く
さ
り
の
会
」
開
催

金
子
　
隆
弘
（
55
回
）

　

平
成
24
年
１
月
25
日
恒
例
の
同
期

会
「
く
さ
り
の
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

く
さ
り
の
会
と
は
鉄
の
鎖
で
あ
り
固

い
結
束
を
意
味
す
る
と
同
時
に
「
苦

去
の
会
」
人
生
の
長
い
間
の
苦
し
み

を
少
し
で
も
取
り
去
ろ
う
と
云
う
事

で
付
け
た
名
前
で
あ
る
。
小
生
達
42

歳
の
厄
年
に
あ
た
り
誰
云
う
と
な
く

厄
年
に
な
っ
た
の
で
厄
祓
い
を
や
り

た
い
と
云
う
提
言
が
あ
っ
て
蒲
原
神

社
の
金
子
の
所
に
集
ま
ろ
う
と
云
う

事
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
厄
年
が
終
っ
て
も
毎
年

や
っ
た
ら
ど
う
か
と
云
う
意
見
が
多

数
を
し
め
そ
れ
以
来
毎
年
正
月
に
同

期
会
を
続
け
て
来
た
。
今
年
で
43
回

に
な
り
、
出
席
者
も
15
名
減
少
し
た

が
、
一
番
多
い
年
に
は
40
数
名
も
集

ま
っ
た
。
病
気
で
他
界
さ
れ
た
方
も

多
く
、
又
健
康
を
そ
こ
ね
て
今
年
は

出
席
出
来
な
い
が
、
来
年
は
是
非
出

席
し
た
い
と
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、

兎
に
角
43
年
１
年
も
休
む
事
な
く
続

い
て
来
た
事
は
驚
異
的
で
あ
る
。

　

集
っ
て
社
頭
に
出
向
き
厄
祓
の
お

祓
を
受
け
出
席
者
一
人
一
人
の
名
前

を
読
み
上
げ
て
貰
う
。
そ
の
後
直
会

（
な
お
ら
い
）
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

近
況
報
告
あ
り
中
学
生
時
代
の
思
い

出
あ
り
で
毎
年
同
じ
様
で
は
あ
る

が
、
皆
元
気
で
帰
っ
て
行
く
。
校
歌

の
斉
唱
や
応
援
歌
の
合
唱
な
ど
に
も

力
が
入
る
。
毎
年
出
席
の
常
連
が
顔

を
み
せ
な
く
な
る
と
大
変
淋
し
い
思

い
を
し
、
心
配
す
る
。
で
も
43
回
に

な
る
と
82
歳
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

他
界
さ
れ
た

人
も
多
く
、

元
気
で
出
席

出
来
顔
を
み

る
事
が
何
よ

り
も
う
れ
し

い
。
ま
さ
に

苦
し
み
を
去

る
会
で
あ

り
、
鎖
の
会

で
も
あ
る
。

　

数
年
前

迄
、
保
倉
修

大
兄
が
幹
事

を
や
っ
て
く

れ
た
が
、
体

調
を
崩
し
、

数
年
前
か
ら

青
山
昭
郎
・

茂
郎
兄
弟
か

ら
御
足
労
し

て
貰
っ
て
い

る
。
幹
事
が

居
な
い
と
会

の
開
催
が
出

来
ず
一
同
感

謝
し
て
い

る
。
43
回
、

回
を
重
ね
る

毎
に
同
期
の

集
い
の
楽
し
さ
、
安
心
感
な
ど
に
感

謝
し
何
と
な
く
ほ
っ
と
落
着
く
の
で

あ
る
。
他
の
期
の
方
々
も
い
ろ
ん
な

方
法
で
や
っ
て
居
ら
れ
る
様
で
あ
る

が
、
年
一
回
厄
祓
い
の
あ
と
の
直
会

同　

期　

会　

報　

告

が
終
る
と
全
て
す
っ
き
り
し
又
一
年

若
が
え
っ
た
様
な
気
持
さ
え
す
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
会
が
一
年
で
も
長
く
続
く
事

を
祈
念
し
て
堕
筆
を
お
き
ま
す
。
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母
校
創
立

１
２
０
周
年
、
卒

業
60
周
年
、
数
え

年
80
歳
（
傘
寿
）

と
節
目
の
重
な
り

を
記
念
し
て
の
合

同
同
期
会
が
、
平

成
24
年
５
月
16

日
、
阿
賀
野
市
今

板
の
湯
本
館
で
催

さ
れ
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
地
元

外
か
ら
の
６
名
を

含
め
、
総
勢
27
名

と
、
こ
れ
ま
で
の

集
り
に
比
べ
、
や

や
規
模
の
大
き
さ

に
憾
み
は
遺
っ
た

が
、
そ
こ
は
旧
制

か
ら
新
制
へ
の
切

替
の
現
場
に
６
年

間
（
大
多
数
）
机

を
並
べ
た
仲
だ
け

に
、
60
余
年
前
の

少
年
時
代
の
雰
囲

気
が
出
来
上
る
の

に
時
間
は
要
さ
な

か
っ
た
。

　

幹
事
役
の
斉
藤

（
邦
）
君
の
口
切

　

も
う
30
年
は
続
い
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
、
私
ど
も
青
山
72
回
生
・

旧
３
年
１
組
の
忘
年
会
を
兼
ね
た
ク

ラ
ス
会
が
、
暮
も
押
し
詰
ま
っ
た
23

年
12
月
30
日
夕
刻
、
駅
前
の
ク
リ
オ

ス
（
旧
安
兵
衛
）
ビ
ル
２
階
の
「
旬

月
」
で
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
は
、
私
の
旅
館
（
飯
田
旅

館
）
で
行
わ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、

同
年
11
月
に
、
母
が
91
歳
の
天
寿
を

全
う
し
、
他
界
し
た
た
め
、
青
山
、

大
学
を
通
じ
て
の
後
輩
の
ク
オ
リ
ス

グ
ル
ー
プ
社
長
の
田
中
社
長
に
頼

み
、
当
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
私
ど
も
青
山
72
回
生
の

卒
業
45
周
年
記
念
同
期
会
が
開
催
さ

れ
た
折
、
旧
３
年
１
組
と
２
組
が
当

番
幹
事
だ
っ
た
縁
で
、
今
回
は
２
組

の
皆
さ
ん
に
も
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
２
組
か
ら
は
、
あ
の
「
雲
助

先
生
こ
と
阿
部
先
生
（
人
文
地
理
担

任
）」
の
ご
令
嬢
？
の
植
木
和
美
さ

ん
と
、
後
輩
の
75
回
生
の
富
山
君
が

社
長
の
中
央
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
勤
務
の

沼
田
君
の
２
名
が
参
加
。
わ
が
１
組

か
ら
は
、
常
連
の
渡
辺
国
夫
君
（
公

認
会
計
士
・
青
山
同
窓
会
監
事
）、

渡
辺
健
一
君
（
前
新
潟
市
・
北
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）、

大
森
君
（
前
大
和
デ
パ
ー
ト
勤
務
）、

江
口
君
（
前
日
野
自
動
車
新
潟
勤

務
）、
結
城
君
（
前
小
松
製
作
所
新

潟
勤
務
）、
吉
田
秀
穂
君
（
現
Ｎ
Ｓ

Ｔ
専
務
取
締
役
）、池
田
新
一
君
（
前

Ｂ
Ｓ
Ｎ
、
ニ
ュ
ー
山
下
勤
務
）、
原

君
（
原
不
動
産
社
長
）
等
々
、
あ
わ

せ
て
16
人
が
参
加
。

72
回
・
旧
３
年
１
組
ク
ラ
ス
会
＆
忘
年
会

渡
辺
　
毅
之
（
72
回
）

　

今
回
幹
事
の
、
亀
田
の
郊
外
で
養

鶏
業
を
営
む
渡
辺
玄
弥
君
（
早
稲
田

Ｏ
Ｂ
）
の
元
気
な
挨
拶
。
そ
し
て
、

酒
も
た
し
な
ま
な
い
の
に
、
現
在
の

勤
務
地
の
「
南
紀
・
白
浜
！
」
か
ら

駆
け
付
け
て
く
れ
た
、
池
田
新
一
君

の
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
。
中
に
は
高

校
卒
業
以
来
、
45
年
振
り
に
初
参
加

の
佐
々
木
勝
君
等
、「
今
浦
島
」
？ 

み
た
い
な
同
級
生
も
交
え
て
、
痛
飲

し
な
が
ら
、
歓
談
。
正
に
「
肝
胆
相

照
ら
す
！
」
の
懇
談
。
実
に
、
楽
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　

別
れ
を
惜
し

み
つ
つ
、
小
生

の
エ
ー
ル
で

「
ま
す
ら
お
」

の
斉
唱
。
平

均
？
で
は
66
歳

に
な
る
私
ど
も

72
回
生
、
ク
ラ

ス
会
で
は
一
気

に
47
、
８
年
前

に
、
カ
ム
バ
ッ

ク
！ 

同
級
生

な
ら
で
は
の
会

で
す
ね
。

　

二
次
会
は
某

君
が
会
員
の

「
エ
ス
カ
イ
ヤ

ク
ラ
ブ
」
へ
。

新
潟
の
夜
景
を

眺
め
な
が
ら
、

さ
ら
に
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。

り
の
挨
拶
に
続
き
、
く
じ
引
き
で
上

座
を
引
き
当
て
た
金
塚
君
の
乾
杯
の

音
頭
で
宴
が
始
ま
り
、
鯉
料
理
で
有

名
な
宿
の
も
て
な
し
に
舌
鼓
を
打

ち
、
杯
を
重
ね
、
友
の
消
息
に
驚
き
、

お
互
の
健
康
の
程
度
を
確
認
し
合

い
、
鰥ヤ

モ
オ夫

暮
し
の
コ
ツ
を
披
瀝
す
る

独
居
老
人
の
日
常
に
思
い
を
馳
せ
、

カ
ラ
オ
ケ
の
余
興
の
披
露
も
あ
っ
て

恒
例
の
如
く
、大
い
に
盛
り
上
っ
た
。

（
一
部
参
加
者
の
為
、
鯉
の
代
り
に

海
の
魚
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
く
れ
た
宿
側
の
気
配
り
に
感
謝
。）

　

中
〆
後
は
、
囲
碁
部
屋
で
盤
上
の

争
い
に
熱
中
す
る
者
や
、
幹
事
部
屋

で
呑
み
直
し
な
が
ら
の
各
論
再
開

で
、新
中
受
験
の
際
の
秘
話（
？
）や
、

更
に
詳
細
な
友
の
動
静
等
で
、
気
が

つ
い
た
ら
午
前
様
に
近
づ
い
て
い
た

者
も
居
た
。

　

翌
朝
、朝
食
後
、自
家
用
車
や
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
で
帰
路
に
つ
い
た
が
、
次

回
は
、
正
真
正
銘
満
80
歳
を
確
認
出

来
た
時
点
で
、
大
合
同
大
会
を
催
す

事
と
し
、
そ
れ
迄
は
、
お
互
い
、
体

調
管
理
に
留
意
し
て
、
一
人
で
も
多

く
の
出
席
が
実
現
出
来
る
事
を
共
通

の
願
い
と
し
て
、
再
会
を
約
し
た
。

　

尚
、
手
製
の
厄
払
守
り
札
を
全
員

に
配
っ
て
く
れ
た
金
山
君
、
銘
酒
を

差
入
れ
て
く
れ
た
伊
藤
（
貞
）
君
、

星
野
（
昇
）
君
に
一
同
感
謝
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
当
日
、
中
峯
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
催
さ
れ
た
コ
ン
ペ
に
は
、

13
名
が
参
加
し
、
斉
木
君
が
見
事
優

勝
し
た
事
を
申
し
添
え
ま
す
。

八
十
路
を
寿
ぐ
60
回
生（
夢
像
会
）の
集
い

池
浦
　
厚
司
（
60
回
）

二次会にて
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青
山
に
学
び
、
青
春
を
過
ご
し
た

我
等
の
学
び
舎
が
閉
課
程
し
た
の
は
、

平
成
18
年
３
月
で
し
た
。
58
年
間
と

い
う
歳
月
に
育
ま
れ
た
伝
統
は
、
こ

の
先
も
、
通
史
に
永
久
に
継
承
さ
れ

語
り
継
が
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
新
潟
高
等
学
校
通
信
教
育
部
」

は
昭
和
23
年
４
月
に
発
足
さ
れ
ま
し

た
。
新
た
な
る
時
代
の
歩
み
と
し
て

意
義
深
い
制
度
で
し
た
。
こ
の
時
代

は
敗
戦
に
よ
る
未
曾
有
の
混
乱
期
で

通
信
制
に
と
っ
て
も
草
創
の
時
代
と

し
て
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
と
伺
い

ま
し
た
。

　

荒
廃
し
日
々
使
用
す
る
学
習
用
教

材
の
購
入
も
欠
乏
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
開
設
か
ら
11
年
目
の
昭
和

34
年
３
月
に
は
待
望
の
２
名
の
卒
業

生
を
送
り
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

何
よ
り
も
、
恩
師
や
学
校
当
局
の

血
の
通
っ
た
意
気
込
み
は
凄
ま
じ
い
も

「青山68会展～ＰＡＲＴⅨ～」
68 回生による９回目の作品展を次のように開催します

（開催日時）９月５日（水）～９日（日）

　　 　　　午前 10 時～午後４時（但し、５日は午後１時から）

（会　　場）ＮＳＴギャラリー

（出品作品）絵画、書道、工芸など

『79回還暦記念同期会』開催のお知らせ

湊町新潟の香りを味わいながら、再会を楽しみたいと思います。
多数の同期の方にご参加いただきますようお願いいたします。

１．日　時　　2012 年８月 11 日（土）　
　　　　　　　16：30 受付開始　17：00 記念撮影
２．場　所　　鍋茶屋
　　　　　　　〒 951-8065 
　　　　　　　新潟県新潟市中央区東掘通 8-1420
　　　　　　　℡ 025-222-6131

同期の方々にも日程等をお声掛けください。
お問い合わせは、白井まで
niigatakoukou_79kai_doukikai@yahoo.co.jp
（@マークの前の『_』はアンダーバーです。）

多くが還暦を迎える節目の今年、
� 16 年振り２回目となる同期会を開催いたします。

の
で
し
た
。
青
山
の
精
神
の
元
、
卒
業

と
い
う
二
文
字
の
挑
戦
だ
け
に
脇
目

も
ふ
ら
ず
取
り
組
み
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
の
場
を
本
校
舎
の
一
室
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
手
狭
で
充
分

な
授
業
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
長
年
に
渡
り
改
善
の
請
願
を
重

ね
た
結
果
、
通
信
制
管
理
棟
が
建
設

さ
れ
、
完
成
し
た
の
は
、
発
足
か
ら

30
年
目
の
昭
和
53
年
２
月
で
し
た
。

　

昭
和
か
ら
平
成
に
な
り
様
々
な
と

こ
ろ
に
大
き
な
変
化
や
、
教
育
界
に

お
い
て
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
深

刻
な
難
題
に
直
面
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

荒
れ
た
学
校
、
校
内
暴
力
、
不
登

校
等
で
高
校
中
退
者
の
増
加
等
危
機

的
な
状
況
が
続
き
通
信
制
の
存
在
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
始
め

ま
し
た
。

　

平
成
14
年
３
月
に
は
県
教
育
委
員

会
よ
り
、
平
成
16
年
度
に
「
黒
埼
と

船
江
を
統
合
し
、
黒
埼
の
校
舎
を
利

用
し
て
単
位
制
高
校
の
設
置
を
検
討

（
新
潟
高
校
通
信
制
を
吸
収
）」
と
い

う
計
画
が
突
然
に
出
さ
れ
、
大
き
な

改
革
に
驚
き
ま
し
た
。
県
側
の
方
針

は
固
く
計
画
通
り
の
実
施
と
い
う
こ

と
で
受
け
ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
困

惑
し
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と
は
い

え
悲
し
く
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
通
信
制
で
学
ん
だ
実
体

通信制閉課程記念石碑

演劇部ＯＢによる朗読劇開催のお知らせ

「セロ弾きのゴーシュ」　　宮沢　賢治作
日　時　平成 24 年９月22日（土・秋分の日）午後３時半～４時半
会　場　新潟高校　視聴覚ホール
出演者　演劇部 67 ～ 73 回卒の有志メンバー　顧問　瀧澤強一

観覧希望の方は直接御来校下さい。

は
事
実
と
し
て
、
喜
び
、
感
謝
し
な

が
ら
こ
の
先
も
誇
り
を
持
っ
て
歩
ん

で
行
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
激
動
の
学
び
舎
「
新
潟

高
校
通
信
制
」
の
卒
業
生
の
総
数

５
０
６
４
名
の
同
窓
同
志
、
時
代
の

改
革
に
よ
り
通
信
制
の
名
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
残
念
で
つ
ら
い
こ
と
で

す
。
で
も
学
べ
た
こ
と
を
「
宝
物
」

と
し
て
「
新
潟
高
校
通
信
制
」
に
声

高
ら
か
に

　

我
が
母
校
「
新
潟
高
校
通
信
制
」

は
永
久
に
不
滅
で
す
と
…
…
唱
え
た

い
!!
あ
り
が
と
う
!!

「
新
潟
高
校
通
信
制
」は
永
久
に
不
滅
で
す
。

長
浜
　
隆
道
（
通
30
回
）
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大
橋
修
一
さ
ん
（
65
回
）
を
訪
ね
て

坂
井
奈
津
子
（
96
回
）

　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
智
美
（
106
回
）

同　

窓　

生　

訪　

問

　

夕
ど
き
に
い
つ
も
見
て
い
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
新
潟
の
ニ
ュ
ー
ス
。

　

ブ
ラ
ウ
ン
管
の
中
で
ニ
ュ
ー
ス
を

読
ん
で
い
た
大
橋
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

お
会
い
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
し
て
入
社
、
そ
の
後
各
支

局
勤
務
を
経
て
、
最
後
に
郷
里
新
潟

へ
戻
り
、
平
成
10
年
に
定
年
を
迎
え

ら
れ
た
の
で
、
テ
レ
ビ
で
お
見
か
け

し
て
い
た
の
は
15
年
く
ら
い
前
の
頃

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
大
橋
さ
ん
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
も
言
っ
て
い
い
の
が
「
朝

の
随
想
」（
※
）
で
す
。

　

昭
和
49
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
潟
の

誇
れ
る
長
寿
番
組
「
朝
の
随
想
」
で

す
が
、
新
潟
赴
任
後
し
ば
ら
く
し
て

番
組
を
全
部
担
当
す
る
よ
う
に
な

り
、
定
年
後
も
「
他
に
出
来
る
人
が

い
な
い
。」
と
、
引
き
続
き
任
さ
れ

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

大
橋
さ
ん
が
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
だ
け
で
も
、
出
演
者
は
二
百

人
余
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
講
演
会
や
演
奏
会

を
聴
き
に
行
く
し
、
会
合
で
出
会
っ

た
話
の
面
白
い
人
な
ど
、
常
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
っ
て
出
演
者
に
ふ
さ
わ
し

い
人
を
探
し
て
い
る
。」
と
、
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
、
こ
の
青
山
同
窓

会
報
も
、
何
か
面
白
い
寄
稿
が
な
い

か
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

お
父
様
が
ラ
ジ
オ
好
き
で
、
と
に

か
く
朝
か
ら
晩
ま
で
ラ
ジ
オ
が
つ

け
っ
ぱ
な
し
の
家
庭
で
育
っ
た
そ
う

で
す
。

　

自
然
と
リ
ズ
ム
や
読
み
方
を
耳
で

覚
え
た
の
で
、
小
学
校
で
は
先
生
か

ら
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
音
読
の
指
名

を
受
け
、

「
小
学
５
年
生
頃
で
す
ね
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
な

あ
、
と
思
い
始
め
た
の
は
。」

　

中
１
～
高
１
ま
で
の
４
年
間

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
の
児
童

劇
団
に
入
り
、
劇
団
の
レ
ッ
ス
ン

で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
基
本
と
な
る
発

声
法
、
発
音
な
ど
を
学
ば
れ
た
そ
う

で
す
。
実
は
大
橋
さ
ん
、
中
学
時
代

に
子
役
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
の
で
す
。

ラ
ジ
オ
の
地
方
制
作
ド
ラ
マ
に
た
く

さ
ん
出
演
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
す
で
に
夢
に
向
か
っ

て
ま
っ
し
ぐ
ら
で
し
た
が
、
高
校
時

代
は
ご
自
身
い
わ
く
「
暗
黒
の
高
校

時
代
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、
入
学
式
前
に
火
災
で
校

舎
が
焼
失
し
た
事
、
仮
校
舎
の
た
め

授
業
時
間
が
少
な
く
な
り
美
術
・
音

楽
と
い
っ
た
情
緒
を
は
ぐ
く
む
科
目

が
削
ら
れ
た
事
、
青
陵
祭
で
あ
ん
ぱ

ん
を
ち
っ
と
も
獲
得
出
来
な
か
っ
た

事
・
・
・
な
ど
な
ど
で
す
。

　

し
か
し
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
話
を

し
て
い
る
う
ち
に
「
Ｅ
組
＝
い
い
ク

ラ
ス
、
だ
っ
た
ね
」
と
。
現
在
、
65

回
卒
の
学
年
幹
事
と
し
て
活
発
な
活

動
を
さ
れ
て
い
て
、
同
期
の
青
山
同

窓
会
総
会
へ
の
出
席
者
数
が
多
い
の

も
、
高
校
時
代
を
充
実
し
て
過
ご
さ

れ
て
い
た
事
の
証
明
だ
と
思
い
ま
す
。

　

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
し
た
ら
、
以
前
母
校
で
講
演

会
を
し
た
時
の
話
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
高
校
で
も
同
じ
講
演
を
さ
れ
た

の
で
す
が
、
新
潟
高
校
の
生
徒
の
話

を
聞
く
態
度
は
抜
群
に
素
晴
ら
し

か
っ
た
そ
う
で
す
。「
す
ぐ
に
ビ
ー

ン
と
反
応
が
か
え
っ
て
く
る
、
あ
の

よ
う
に
話
を
聞
く
事
が
出
来
る
の
だ

か
ら
、
何
か
特
別
な
事
を
言
わ
な
く

て
も
大
丈
夫
‼
自
分
で
自
分
の
道
を

切
り
拓
く
能
力
が
在
校
生
の
皆
さ
ん

に
は
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。」

　

ま
た
、
放
送
部
の
活
躍
を
喜
ば
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
指
導
を

請
わ
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
読

む
と
い
う
事
は
教
え
る
の
が
難
し
く
、

ど
う
い
う
表
現
を
す
れ
ば
相
手
に
気

持
ち
が
伝
わ
る
の
か
、
気
持
ち
を
届

け
る
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

　

放
送
用
語
の
こ
ぼ
れ
話
、
例
え
ば

宅
急
便
×
→
宅
配
便
○
、
テ
ト
ラ

ポ
ッ
ド
×
→
波
消
し
ブ
ロ
ッ
ク
○
、

　

校
歌
の
歌
い
出
し
に
も
あ
る
よ
う

に
、
新
潟
市
に
は
信
濃
川
と
い
う
誇

れ
る
存
在
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ

の
信
濃
川
の
水
上
交
通
を
担
う
「
信

濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト
ル
」
の
社

長
で
あ
る
栗
原
道
平
さ
ん
を
お
訪
ね

し
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
に
運
航
を
開
始
し
た

信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト
ル
。

１
９
９
６
年
当
時
、
栗
原
さ
ん
は
新

潟
青
年
会
議
所
の
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
委
員
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。「
ど
う
し
た
ら
新
潟
が
発
展
で

き
る
か
考
え
た
時
に
、
公
共
交
通
が

弱
い
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
水
上
交

通
で
一
石
を
投
じ
た
の
で
す
。
そ
れ

か
ら
13
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
マ
イ

カ
ー
利
用
へ
の
依
存
度
は
ま
す
ま
す

高
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
ち

の
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
ま

す
よ
ね
」
と
新
潟
の
現
状
を

憂
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
新
潟
が
発
展
す
る
た
め

に
は
、
マ
イ
カ
ー
移
動
で
は

な
く
、
公
共
交
通
が
便
利
に

な
る
こ
と
が
必
要
と
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー

シ
ャ
ト
ル
を
本
格
的
な
都
市
交
通
と

し
て
発
展
さ
せ
よ
う
と
ご
尽
力
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
栗
原
さ

ん
は
そ
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、

シ
ャ
ト
ル
便
が
乗
り
放
題
と
な
る
お

得
な
シ
ー
ズ
ン
パ
ス
や
フ
ェ
ル
ミ
エ

ク
ル
ー
（
94
回
本
多
孝
さ
ん
の
フ
ェ

ル
ミ
エ
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
タ
イ
ア
ッ

プ
）
や
シ
ャ
ン
パ
ン
ク
ル
ー
ズ
な
ど

イ
ベ
ン
ト
ク
ル
ー
ズ
も
企
画
。
信
濃

川
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト
ル
は
、
定
期

便
の
運
航
に
よ
る
交
通
手
段
と
い
う

面
、
新
潟
市
の
水
辺
を
楽
し
め
る
観

光
の
面
も
あ
り
ま
す
が
、
パ
ー

テ
ィ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
用
の
会
場
と
し

て
の
チ
ャ
ー
タ
ー
運
航
も
可
能
で
、

に
ぎ
わ
い
創
出
と
い
う
面
か
ら
も
新

潟
を
活
性
化
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
走
っ
て
い
る
船
は
２
隻
。

「
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
」
号
と
「
ベ
ア
ト

リ
ス
」
号
で
す
。
両
方
と
も
結
果
的

に
栗
原
さ
ん
が
命
名
さ
れ
た
と
の
こ

と
。「
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
」の
意
味
は「
復

活
」。
か
つ
て
信
濃
川
が
越
後
平
野

と
河
口
の
港
町
新
潟
を
結
び
、
北
前

船
で
に
ぎ
わ
っ
た
歴
史
を
彷
彿
さ
せ

る
よ
う
な
、「
水
の
都
」
新
潟
の
に

ぎ
わ
い
を
「
復
活
」
さ
せ
た
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
２
隻
の
船
を
造
っ
た
の
は
、

74
回
五
十
嵐
由
之
さ
ん
が
社
長
を
務

め
ら
れ
る
東
和
造
船
。
改
め
て
青
山

同
窓
生
の
結
び
つ
き
の
大
切
さ
を
感

アナスタシア号にて

栗
原
道
平
さ
ん
（
82
回
）
を
訪
ね
て

会
報
編
集
委
員
　
望
月
　
智
美
（
106
回
）

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
真
佑
子
（
113
回
）

異
存
と
依
存
の
意
味
や
読
み
方
な
ど

で
ク
イ
ズ
番
組
の
よ
う
に
盛
り
上
が

り
、
他
に
も
色
々
な
お
話
を
聞
か
せ

て
頂
き
、
楽
し
い
同
窓
生
訪
問
と
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�

（
坂
井　

記
）

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送
の
番

組
。
新
潟
県
内
の
様
々
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
方
々
に
４
分
程
の
随
想

原
稿
を
書
い
て
頂
き
、
毎
週
１
回
半

年
間
に
わ
た
り
本
人
の
声
で
放
送
す

る
番
組
で
す
。
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じ
ま
し
た
。

　

ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
む
の
に
お
す
す

め
の
時
期
を
伺
う
と
、
信
濃
川
の
水

が
き
れ
い
な
５
、６
月
の
新
緑
の
頃

や
10
、
11
月
ご
ろ
な
の
だ
と
か
。
取

材
当
日
は
「
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
」
号
に

乗
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
着
席
す

る
と
、
予
想
以
上
に
川
の
水
面
が
顔

の
高
さ
に
近
い
の
で
、
と
て
も
迫
力

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
水
上
か
ら

見
る
新
潟
の
風
景
は
い
つ
も
と
違
っ

た
印
象
。
信
号
や
渋
滞
の
な
い
快
適

な
交
通
手
段
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　

で
は
こ
こ
で
、
栗
原
さ
ん
が
ど
ん

な
高
校
生
活
を
送
ら
れ
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
栗
原
さ
ん

は
高
校
時
代
３
年
間
、
写
真
部
に
在

籍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
実

用
の
蒸
気
機
関
車
が
終
わ
り
を
迎
え

る
時
代
。
旅
行
が
好
き
と
い
う
こ
と

も
相
俟
っ
て
、
春
休
み
や
夏
休
み
に

は
北
海
道
や
九
州
ま
で
足
を
運
び
、

蒸
気
機
関
車
の
写
真
撮
影
に
夢
中

だ
っ
た
と
か
。
高
校
時
代
に
は
写
真

で
何
度
か
受
賞
さ
れ
、
全
国
誌
に
も

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
ど
の
腕
前
。

こ
の
学
生
時
代
の
経
験
も
、
現
在
の

お
仕
事
に
通
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
利
用
客
に
便
利
な
ダ
イ
ヤ
に
し
て

い
ま
す
。
一
番
利
用
客
が
あ
る
朱
鷺

メ
ッ
セ
、
新
潟
ふ
る
さ
と
村
発
は

『
00
』
分
発
に
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。

覚
え
や
す
い
で
す
か
ら
ね
」
と
旅
行

や
乗
り
物
が
好
き
な
栗
原
さ
ん
ら
し

Ｏ　

Ｂ　

会　

報　

告

　

３
月
21
日
（
水
）
18
時
00
分
よ
り
、

恒
例
の
総
会
兼
新
入
会
員
歓
迎
会

が
、
新
潟
駅
前
ク
オ
リ
ス
ビ
ル
５
階

『
信
濃
川
』
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
高
校
側
か
ら
佐
久
間
俊
監

督
、
間
健
太
郎
部
長
、
登
坂
悟
副
部

長
、
Ｏ
Ｂ
会
員
25
名
、
新
入
会
員
12

名
の
総
勢
37
名
で
、
昨
年
10
月
に
亡

く
な
ら
れ
た
湯
浅
一
平
会
長
に
黙
祷

を
捧
げ
た
後
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

高
橋
昇
会
長
新
会
長
よ
り
新
入
会

員
に
「
皆
さ
ん
は
82
回
全
国
選
抜
高

校
野
球
大
会
21
世
紀
枠
に
エ
ン
ト

リ
ー
さ
れ
た
時
の
一
年
生
で
す
。
残

念
な
が
ら
出
場
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
甲
子
園
出
場
は
、
自
分
た

ち
で
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

平
成
24
年
度
青
山
野
球
倶
楽
部

�
総
会
兼
新
入
会
員
歓
迎
会

事
務
局
　
白
井
　
行
雄
（
79
回
）

い
、と
い
う
皆
さ
ん
の
意
気
込
み
は
、

我
々
Ｏ
Ｂ
に
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

り
、
ま
す
ま
す
倶
楽
部
の
団
結
心
が

高
く
な
り
ま
し
た
。
是
非
、
そ
の
思

い
を
後
輩
た
ち
に
、
事
あ
る
ご
と
に

伝
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と

い
う
挨
拶
の
後
、
平
成
23
年
度
の
活

動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
50
回
青
山
野
球
倶
楽
部
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
は
吉
井
浩
氏
（
85
回
）、
第

51
回
は
小
野
和
人
氏
（
91
回
）
の
優

勝
に
終
わ
っ
た
こ
と
、
８
月
14
日
の

第
35
回
青
山
葦
原
定
期
戦
（
新
潟
商

業
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
と
共
催
、
硬

球
使
用
、ハ
ー
ド
エ
コ
ス
タ
ジ
ア
ム
）

は
現
役
戦
が
３
対
３
の
引
き
分
け
、

Ｏ
Ｂ
戦
が
14
対
19
の
負
け
、
終
了
後

ホ
ン
マ
健
康
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た

懇
親
会
に
青
山
16
名
、
葦
原
10
名
が

出
席
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
８

月
12
日
・
13
日
に
行
わ
れ
た
第
36
回

県
高
校
野
球
Ｏ
Ｂ
大
会
（
鳥
屋
野
球

場
）
は
準
決
勝
敗
退
を
喫
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
等
で
し
た
。

　

平
成
24
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、
第
37
回
県
高
校

Ｏ
Ｂ
野
球
大
会
（
８
月
中
旬　

鳥
屋

運
動
公
園
野
球
場
、
ハ
ー
ド
オ
フ
エ

コ
ス
タ
ジ
ア
ム
）
に
今
年
も
参
加
、

８
月
15
日
（
水
）
に
第
36
回
青
山
葦

原
定
期
戦
を
ハ
ー
ド
オ
フ
エ
コ
ス
タ

ジ
ア
ム
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
硬
式
ボ
ー
ル
を
握
っ
て
プ
レ
ー

の
で
き
る
こ
の
両
大
会
に
、
多
く
の

会
員
が
出
場
し
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

他
、
７
月
１
日
（
日
）
に
第
52
回
青

山
野
球
倶
楽
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
11

月
４
日
（
日
）
に
第
53
回
を
計
画
し

ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
予
算
案
で
は
、
ピ
ッ

チ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
（
昨
夏
贈
呈
）
代

金
を
含
ん
だ
母
校
助
成
費
70
万
円
を

決
議
し
、
悲
願
の
甲
子
園
出
場
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
春

季
県
大
会
は
３
回
戦
敗
退
で
し
た

が
、
現
役
選
手
は
猛
練
習
で
励
ん
で

い
ま
す
の
で
、
夏
の
大
会
は
大
い
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
入
生
歓
迎
会
で
は
、
先
輩
会
員

全
員
か
ら
新
入
会
員
に
励
ま
し
の
言

葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
真
島
裕
也
主

将
を
は
じ
め
と
す
る
新
会
員
か
ら

は
、「
現
役
時
代
に
い
た
だ
い
た
先

輩
方
の
物
心
両
面
の
支
援
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
青
山
野
球

倶
楽
部
と
後
輩
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
、
し
っ
か
り
や
り
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
い
う
謝
辞
と
決
意
が
述
べ

ら
れ
、
最
後
に
全
員
で
「
丈
夫
」
を

歌
い
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

青
山
艇
友
会
は
平
成
24
年
３
月
18

日
（
日
）、
新
潟
市
内
の
柳
江
苑
で

定
時
総
会
を
開
催
。
同
窓
会
か
ら
風

間
副
会
長
、
新
潟
県
ボ
ー
ト
協
会
の

馬
場
会
長
を
ご
来
賓
に
迎
え
、
顧
問

２
名
に
Ｏ
Ｂ
を
加
え
総
勢
16
名
の
出

席
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
は
渡
辺
研
二
（
65
回
）
艇
友

会
長
を
議
長
と
し
て
進
行
。
報
告
事

項
、
事
業
・
予
算
案
等
を
審
議
し
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
後
援
と
し
て

コ
ー
チ
支
援
や
全
国
大
会
出
場
支
援

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
艇

庫
が
信
濃
川
右
岸
新
大
艇
庫
上
流
へ

移
設
さ
れ
、
３
月
に
は
旧
艇
庫
か
ら

引
越
完
了
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 ボ

ー
ト
部
Ｏ
Ｂ
会

�

青
山
艇
友
会
定
時
総
会
開
催

神
林
　
正
浩
（
89
回
）

　

懇
親
会
で
は
、
旧
交
を
温
め
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。最
後
は「
ま

す
ら
お
」、「
漕
艇
部
々
歌
」
で
締
め

て
お
開
き
で
し
た
。

▼
出
席
者
16
名

（
同
窓
会
副
会
長
）
風
間
士
郎
、（
県

ボ
ー
ト
協
会
会
長
）
馬
場
伸
行
、（
顧

問
）
田
中
友
二
、（
顧
問
）
長
谷
川

暁
子
、（
58
回
）
加
藤
高
弘
、（
62
回
）

原
正
雄
、（
65
回
）
佐
藤
勝
弘
、（
72

回
）
富
田
省
一
、（
75
回
）
渡
辺
研
二
、

（
76
回
）
大
井
峰
夫
、（
78
回
）
水
沼

真
一
、（
79
回
）
役
山
孝
志
、（
80
回
）

櫻
井
優
、（
80
回
）
佐
藤
正
昭
、（
89

回
）
神
林
正
浩
、（
１
１
８
回
）
勝

木
将
人

い
気
配
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栗
原
さ
ん
は
青
山
同
窓
会

総
会
実
行
委
員
長
も
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
大
き
く
三
つ
の
改

革
を
実
行
。
参
加
者
に
よ
り
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
そ
し
て
事
務
局

の
効
率
化
の
面
か
ら
、「
会
場
選
定
」

や
「
会
の
時
間
延
長
」、「
会
費
徴
収

方
法
」
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
集
ま
れ
る
の
は
貴
重
な
機
会

で
す
か
ら
ね
。
話
が
で
き
る
時
間
は

長
い
方
が
い
い
で
し
ょ
う
」
と
、
こ

こ
で
も
心
遣
い
に
触
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
同
級
会
を
開
く
時
に
は

ぜ
ひ
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト
ル
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
」
と
栗
原
さ
ん
か
ら
皆

さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
懐
か
し
い
仲
間
と
ふ
る
さ

と
新
潟
の
魅
力
を
感
じ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。�

（
望
月　

記
）



青山同窓会報 平成 24 年７月12日第　95　号 （10）

URL http://www.geocities.jp/niigata_aoyama/ 　　　E-mail 　niigata_aoyama@yahoo.co.jp

■
活
動
報
告
等

▽
Ｏ
Ｂ
現
役
懇
親
会
を
平
成
23
年
７

月
24
日
（
日
）
に
実
施
。
高
校
生
と

一
緒
に
昼
飯
を
食
べ
よ
う
と
い
う

会
。
Ｏ
Ｂ
・
先
生
・
高
校
生
総
勢
36

名
。
高
校
生
か
ら
は
「
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
へ
の
決
意
」、「
卒
業
後
に
は
Ｏ
Ｂ

と
し
て
貢
献
し
た
い
」
な
ど
、
う
れ

し
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▽
艇
友
会
報
第
33
号
を
９
月
10
日
に

発
行
。
顧
問
の
先
生
に
現
役
情
報
の

執
筆
を
お
願
い
し
、
Ｏ
Ｂ
だ
け
で
な

く
現
役
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま

す
。「
伝
統
の
資
料
・
写
真
」、「
現

役
の
練
習
計
画
」
な
ど
過
去
か
ら
現

在
ま
で
を
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
掲
示
板
」
に
は
Ｏ
Ｂ
、
コ
ー

チ
、現
役
か
ら
の
書
き
込
み
が
あ
り
、

旬
の
話
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
今
年
の
新
入
部
員
は
16
名
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

最
初
に
平
成
21
年
10
月
に
第
16
回

総
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

降
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
休
止
し
て
い
た

こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
は
事
務
局
で
あ
る
小
生
の
怠
慢
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
隔
年
開
催
と
な

る
べ
き
昨
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
も
心
理
的
に
影
響
し
た
も
の
と

し
て
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
青
山
同
窓
会
報
の

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
当
ク
ラ
ブ
の

青
山
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

�

総
会
に
つ
い
て

青
木
　
忠
信
（
83
回
）

第
17
回
総
会
開
催
を
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

１
．
総
会
の
概
要
に
つ
い
て

　

開
催
日
は
平
成
24
年
10
月
27
日

（
土
）
で
、
場
所
は
新
潟
市
の
東
映

ホ
テ
ル
で
す
。
午
後
２
時
の
開
会
と

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
関
東
圏
か
ら

の
参
加
者
は
日
帰
り
も
可
能
か
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
名
称
は
「
総
会
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
会
則
も
な
く
年
会
費
等

を
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
会
合

の
内
容
は
懇
親
で
す
。
よ
っ
て
同
期

と
の
再
会
、
あ
る
い
は
先
輩
や
後
輩

と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
．
参
加
者
の
趨
勢
に
つ
い
て

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
全
国
大
会
に
出
場

し
た
61
・
62
回
の
先
輩
方
が
立
ち
上

げ
、
従
来
の
総
会
参
加
者
も
60
回
代

の
大
先
輩
諸
氏
が
主
流
で
し
た
。
し

か
し
前
回
の
総
会
で
は
、
初
参
加
も

含
め
80
回
代
の
参
加
者
が
多
く
な
り

ま
し
た
し
、
初
め
て
の
女
子
部
Ｏ
Ｇ

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
の
開
催
に
あ
た
り
、

90
回
代
以
降
の
参
加
者
の
掘
り
起
こ

し
と
、
女
子
部
Ｏ
Ｇ
参
加
者
の
継
続

と
増
加
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
様
の
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
の

参
加
申
し
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

３
．
お
わ
り
に

　

総
会
は
隔
年
の
新
潟
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
に
東
京
等
で

の
会
合
な
ど
趣
向
を
変
え
た
活
動
も

実
施
し
て
、
当
Ｏ
Ｂ
会
の
交
流
を
活

性
化
し
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。

拙
い
事
務
局
で
す
が
各
位
の
ご
協
力

を
今
後
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

書
道
部
展
ご
報
告　

青
山
墨
友
会

小
川
　
和
恵
（
101
回
）

　

平
成
24
年
５
月
18
日
～
22
日
、
新

潟
県
民
会
館
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
に
お
い

て
第
四
回
書
道
部
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

書
道
部
員
は
現
在
三
十
二
名
。
三

年
生
は
こ
の
書
展
を
区
切
り
に
引
退

し
ま
す
。

　

今
年
も
搬
入
日
が
平
日
で
し
た
の

で
、顧
問
の
峰
本
義
明
先
生
（
88
回
）

と
小
川
貴
史
先
生
が
作
品
を
運
び
込

み
、
高
橋
佳
子
（
１
１
３
回
）、
波

多
野
彩
佳
（
１
１
４
回
）、
増
子
健

（
１
１
５
回
）、
小
川
和
恵
が
加
わ
っ

て
展
示
作
業
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

書
風
書
体
も
多
種
多
様
に
、
生
徒

と
卒
業
生
の
力
作
五
十
点
が
会
場
を

埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。
縦
八
尺
の
長

条
幅
が
蒼
然
と
並
ぶ
様
は
高
校
生
の

展
覧
会
ら
し
か
ら
ぬ
、
と
か
卒
業
生

が
出
品
し
て
繋
が
っ
て
い
る
の
は
さ

す
が
伝
統
校
、
な
ど
と
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
き
、
や
は
り
単
独
校
外
展
が

開
催
で
き
る
の
は
新
潟
高
校
な
ら
で

は
、
で
あ
る
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

母
校
現
職
員
、旧
職
員
の
先
生
方
、

新
潟
の
書
道
の
先
生
方
、
各
高
校
書

道
部
員
、
保
護
者
の
皆
様
な
ど
お
客

様
の
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
お
か
げ

さ
ま
で
盛
会
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

青
山
墨
友
会
も
毎
年
、
吉
田
丈
夫

会
長
（
１
１
２
回
）
以
下
、
で
き
る

人
が
で
き
る
形
で
、
で
き
る
だ
け
の

支
援
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
御
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
青
山
墨
友
会
か
ら
の
出
品

者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

伊
豆
名
皓
美
（
１
１
３
回
）

波
多
野
彩
佳
（
１
１
４
回
）

古
俣　

慎
也
（
１
１
４
回
）

増
子　
　

健
（
１
１
５
回
）

久
須
美
智
子
（
１
１
６
回
）

本
田　
　

凪
（
１
１
８
回
）

久
須
美
裕
子
（
１
１
９
回
）

上
杉　
　

憲
（
１
１
９
回
）

塙　
　

孝
哉
（
１
１
９
回
）

島
村　
　

澪
（
１
２
０
回
）

小
川　

和
恵
（
１
０
１
回
）

剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会 

平
成
23
年
度
の
活
動
報
告

青
山
剣
友
会
　
事
務
局
代
表
　
　

滝
沢
　
俊
一
（
104
回
）

〈
総
会
〉　

平
成
23
年
８
月
12
日
、
平

成
23
年
度
総
会
が
新
潟
市
の
イ
タ
リ

ア
軒
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
は
①
平
成
22
年
度
会
計
報
告

②
規
約
改
定
③
役
員
改
選
で
し
た
。

ま
ず
会
計
係
の
小
柳
貴
裕
氏（
99
回
）

か
ら
決
算
説
明
が
、
続
い
て
会
計
監

査
の
松
本
一
志
氏
（
94
回
）
に
よ
る

監
査
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
規
約
の
一
部
改
定
が
提

案
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
の
件
で
、
３
期
12
年
を
務
め

た
会
計
係
の
小
柳
貴
裕
氏
と
事
務
局

代
表
町
田
一
越
氏
（
95
回
）
が
退
任

し
、
新
会
計
係
に
坂
上
結
希
氏

（
１
０
３
回
）、
新
事
務
局
代
表
に
滝

沢
俊
一
氏
（
１
０
４
回
）
に
そ
れ
ぞ

れ
交
代
す
る
案
が
出
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
会
計
監
査
の
松
本

一
志
氏
に
は
２
期
目
の
続
投
が
決
ま

り
ま
し
た
。
総
会
に
引
き
続
き
、
懇

親
会
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
よ
り
多

め
の
総
勢
32
名
の
参
加
を
得
て
、
和

や
か
に
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
剣
友
会
応
援
団
長
の
宗

村
信
明
氏
（
88
回
）
の
応
援
指
導
で
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母
校
発
展
の
願
い
を
込
め
た
丈
夫
の

斉
唱
で
、
盛
会
の
う
ち
に
締
め
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
午
前
中
、
Ｏ
Ｂ
・
母
校

現
役
剣
道
部
員
に
よ
る
合
同
稽
古
が

新
潟
高
校
剣
道
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
も
30
度
を
超
え
る
暑
中
稽

古
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
先
輩
か
ら

大
学
生
そ
し
て
近
隣
の
小
学
生
ま
で

総
勢
47
名
に
よ
る
気
合
い
の
入
っ
た

稽
古
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
新
年
会
〉　

１
月
２
日
、
平
成
24
年

新
年
会
が
新
潟
市
の
イ
タ
リ
ア
軒
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
島
会
長
を

は
じ
め
27
名
の
会
員
が
集
い
、
和
や

か
に
新
年
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

同
日
午
前
中
に
母
校
新
道
場
で
行

わ
れ
た
新
年
初
稽
古
会
は
、
近
年
稀

に
見
る
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

総
勢
68
名
の
現
役
生
・
Ｏ
Ｂ
が
寒
い

中
、
気
合
い
と
熱
の
こ
も
っ
た
、
充

実
し
た
稽
古
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

母
校
剣
道
部
と
Ｏ
Ｂ
の
合
同
稽
古
会

　

毎
月
１
回
、
新
潟
高
校
剣
道
場
に

て
現
役
生
・
Ｏ
Ｂ
を
始
め
一
般
の
参

加
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

〈
会
員
の
活
躍
〉

▽
全
国
剣
道
昇
段
審
査　

平
成
23
年

11
月
名
古
屋
審
査
で
笹
川
卓
美
氏

（
１
０
４
回
）
が
６
段
に
、
東
京
審

査
で
は
大
黒
康
臣
氏
（
86
回
）
が
、

初
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
６
段
に
、
弦
巻

裕
之
氏
（
86
回
）
が
７
段
に
そ
れ
ぞ

れ
合
格
さ
れ
、
再
び
昇
段
ラ
ッ
シ
ュ

と
な
り
ま
し
た
。

▽
第
51
回
新
潟
県
実
業
団
剣
道
大
会

（
平
成
23
年
11
月
23
日
）
個
人
戦
40

歳
代
の
部
に
出
場
の
町
田
一
越
氏

（
95
回
）
が
準
優
勝
、
団
体
戦
で
小

柳
貴
裕
氏
（
99
回
）
が
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

青
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

富
岡
　
郁
夫
（
106
回
）

　

新
潟
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
卒

業
生
が
集
ま
っ
た
青
山
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
は
、
現
役
生
を
応
援
し
、

Ｏ
Ｂ
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
団
体
戦
と
し
て

毎
年
６
月
に
は
春
季
チ
ー
ム
マ
ッ

チ
、
９
月
に
は
職
域
ク
ラ
ブ
対
抗
大

会
に
出
場
し
、
そ
の
他
の
団
体
戦
・

個
人
戦
に
も
有
志
を
募
っ
て
出
場
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
我
が
青
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
な

ん
と
言
っ
て
も
８
月
に
開
催
さ
れ
る

Ｏ
Ｂ
会
で
し
ょ
う
。
青
春
の
日
々
を

謳
歌
し
た
新
潟
高
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
お
借
り
し
て
、
全
国
か
ら
往
年

の
名
プ
レ
ー
ヤ
ー
達
が
集
結
し
ま

す
。
参
加
者
の
年
齢
層
も
幅
広
く
、

現
役
生
は
も
ち
ろ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
や

小
学
生
、
卒
業
し
た
て
の
Ｏ
Ｂ
、
腕

に
覚
え
の
あ
る
お
じ
さ
ん
か
ら
お
じ

い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、

皆
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
張
り
切
っ

て
参
加
し
ま
す
。
あ
る
者
は
現
役
生

と
の
力
比
べ
に
、
あ
る
者
は
旧
交
を

温
め
に
、
ま
た
、
恩
師
と
の
再
会
や

お
酒
を
飲
み
に
と
思
い
思
い
に
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
人
生
の
同
じ
時
期

に
、
同
じ
場
所
で
、
同
じ
テ
ニ
ス
に

打
ち
込
ん
だ
仲
間
と
し
て
、
老
若
男

女
が
不
思
議
な
絆
で
一
緒
に
テ
ニ
ス

を
楽
し
み
再
会
を
喜
ぶ
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
ひ
と
時
で
す
。
顔
を
出
し

た
こ
と
が
な
い
人
も
出
席
し
よ
う
か

迷
っ
て
い
る
人
も
、
毎
年
８
月
14
日

は
是
非
、
母
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
ク
ラ
ブ
は
随
時
、
テ
ニ

ス
仲
間
を
募
集
中
で
す
。
な
か
な
か

揃
っ
て
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
テ
ニ
ス
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？　

若
か
り
し
頃

を
思
い
出
す
た
め
、
美
容
と
健
康
の

た
め
、
も
ち
ろ
ん
勝
利
の
た
め
で
も

結
構
で
す
。
私
が
高
校
生
の
時
に
活

躍
し
て
い
た
伊
達
公
子
さ
ん
も
再
び

第
一
線
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。「
あ

き
ら
め
る
な
ッ
！
」
と
松
岡
修
造
さ

ん
も
言
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ぁ
、
一

緒
に
青
春
の
日
々
を
思
い
出
し
ま

し
ょ
う
！

　

青
山
59
回
生
は
昭
和
20
年
４
月
入

学
で
軍
事
教
練
を
１
学
期
間
受
け
ま

し
た
が
８
月
15
日
で
戦
争
は
終
り
ま

し
た
。
２
年
生
の
始
め
か
ら
戦
後
の

運
動
部
が
復
活
し
、
私
は
そ
の
時
競

技
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
戦
後
の
価

値
観
の
違
い
や
、
物
資
や
教
材
教
具

の
不
足
な
ど
面
食
ら
う
事
ば
か
り
で

し
た
。
何
の
目
的
も
な
く
先
輩
の
指

示
通
り
走
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

　

中
学
３
年
の
頃
、
医
科
大
学
の
阿

部
禮
男
先
輩
の
指
導
を
受
け
る
事
に

な
り
部
の
成
績
も
少
し
ず
つ
向
上
し

始
め
、
高
校
２
年
の
始
め
頃
に
は
全

国
大
会
に
出
場
で
き
た
ら
い
い
な
あ

と
思
う
様
に
な
り
ま
し
た
。
以
下
、

全
国
陸
上
選
手
権
大
会
信
越
高
校
予

選
大
会
の
記
録
の
み
記
載
し
ま
す
。

　

昭
和
25
年
７
月
柏
崎
市
で
行
わ
れ

た
信
越
予
選
大
会
に
８
０
０
米
継
走

で
出
場
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
落

合
夏
樹
（
２
年
）
宮
田
兼
好
（
３
年
）

安
田
隆
（
３
年
）
石
山
芳
昌
（
３
年
）

の
メ
ン
バ
ー
で
決
勝
を
４
位
通
過
し

宇
都
宮
市
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
松
の
校
章
の
つ

い
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
戦
後
の

競
技
部
と
し
て
初
め
て
の
事
で
し

昭和25年７月　信越大会終了後
800mＲ 全国大会出場（宇都宮市）

 　左から 落合（２年）一走
　　　　　安田（３年）三走
　　　　　宮田（３年）二走
　　　　　石山（３年）四走　於 柏崎市

終
戦
後
・
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て

宮
田
　
兼
好
（
59
回
）
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参
加
資
格
人
数
ギ
リ
ギ
リ
の
メ
ン

バ
ー
で
の
ぞ
み
、
久
し
ぶ
り
に
団
体

優
勝
の
栄
に
あ
ず
か
り
、
今
回
参
加

が
か
な
わ
な
か
っ
た
同
期
に
顔
向
け

が
で
き
ま
し
た
事
、
内
心
ホ
ッ
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

69
回
卒
の
我
々
に
と
っ
て
今
年
は

大
き
な
節
目
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
70
歳
と
云
う
古
希
を
迎
え
る
年
と

な
り
、
技
術
的
に
も
頭
打
ち
、
身
体

的
に
も
大
き
な
変
化
が
表
わ
れ
る
状

態
を
考
え
る
と
、
全
員
不
安
の
中
の

プ
レ
ー
と
な
り
、
ス
タ
ー
ト
１
番

ホ
ー
ル
か
ら
お
た
が
い
意
識
し
あ
い

な
が
ら
の
プ
レ
ー
の
連
続
で
し
た
。

　

幸
い
に
も
強
者
ぞ
ろ
い
の
72
回
、

永
遠
の
ラ
イ
バ
ル
68
回
、
若
き
79
回

を
は
じ
め
参
加
者
の
皆
様
全
員
の
協

力
を
得
て
優
勝
で
き
た
事
に
感
謝
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

69
回
全
員
の
さ
ら
な
る
前
進
と
な

る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

青
山
ゴ
ル
フ
会
バ
ン
ザ
イ

　

69
回
バ
ン
ザ
イ

個
人
の
部

　

優　

勝　
　

井
海　
　

明（
72
回
）

　

準
優
勝　
　

笠
原　
　

弘（
69
回
）

団
体
の
部
（
上
位
３
人
の
合
計
）

　

優　

勝　
　

69
回

　

準
優
勝　
　

72
回

た
。
先
輩
方
の
ご
指
導
や
合
宿
訓
練

の
時
、
食
料
の
差
入
れ
を
し
て
く
れ

た
名
マ
ネ
ジ
ャ
ー
堀
川
兵
一
君
に
甚

大
な
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
26
年
６
月
松
本
市
で
行
わ
れ

た
信
越
予
選
大
会
は
１
０
０
米
で
落

合
夏
樹
３
位
、
８
０
０
米
継
走
は
高

野
信
之
（
３
年
）
石
井
壯
一
（
２
年
）

後
藤
孝
吾
（
２
年
）
落
合
夏
樹
（
３

年
）
２
位
で
そ
れ
ぞ
れ
決
勝
を
通
過

し
、
金
沢
市
の
全
国
大
会
に
出
場
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
６
月
新
潟
市
で
行
わ
れ

た
信
越
予
選
大
会
で
白
井
民
司
（
２

年
）
が
１
０
０
米
決
勝
４
位
で
通
過

し
松
本
市
の
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

昭
和
28
年
７
月
松
本
市
で
行
わ
れ

た
信
越
予
選
大
会
の
８
０
０
米
継
走

は
千
種
富
生
（
２
年
）
渡
辺
昇
（
２

年
）
池
成
行
（
２
年
）
白
井
民
司
（
３

年
）
で
決
勝
６
位
で
通
過
し
、
横
浜

市
の
全
国
大
会
に
出
場
致
し
ま
し
た
。

「
青
山
７
８
９
会
」第
３
回
３
学
年
対
抗
コ
ン
ペ

�

～
故 

戸
松
秀
雄
さ
ん（
67
回
）追
悼
コ
ン
ペ
～

田
中
　
宣
男
（
68
回
）

　

４
月
19
日
快
晴
の
紫
雲
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
青
山
67
、
68
、
69
回
対
抗
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
故
戸
松

秀
雄
さ
ん
の
追
悼
コ
ン
ペ
と
い
う
こ

と
で
、全
員
で
黙
祷
い
た
し
ま
し
た
。

　

戸
松
さ
ん
は
第
１
回
大
会
か
ら
の

常
連
で
、
い
つ
も
明
る
く
お
元
気
で

楽
し
い
方
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
ご
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
誠
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

対
抗
戦
は
２
年
連
続
優
勝
の
69
回

が
、
今
回
は
大
森
、
岡
田
嬢
の
健
闘

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
力
選
手
の
欠

場
で
振
る
わ
ず
、
68
回
が
悲
願
の
優

勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
、
懇
親
会
は
市
内
の
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
、
体
調
不
良
で
コ
ン
ペ

を
欠
席
し
た
坂
爪
征
基
さ
ん（
69
回
）

の
名
司
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に

場
所
を
移
し
、
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
第
１

回
優
勝
の
67
回
が
、
昨
年
優
勝
の
69

回
を
僅
差
で
破
り
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。ゴ
ル
フ
で
敵
わ
な
い
と
み
る
や
、

す
か
さ
ず
歌
で
頑
張
る
と
い
う
そ
の

　

新
潟
下
越
大
会
、
新
潟
県
大
会
等

で
も
活
躍
し
た
選
手
も
い
ま
し
た
が

紙
面
の
都
合
で
省
略
し
ま
し
た
。
62

回
生
白
井
民
司
と
同
期
に
原
正
雄
が

お
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
の
出
場
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
慶
大
進
学

後
、
昭
和
31
年
の
メ
ル
ボ
ル
ン
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
慶
応
ボ
ー
ト
ク
ル
ー

の
一
員
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

我
々
が
高
校
に
進
学
し
た
頃
に
は

戦
事
色
も
完
全
に
消
え
、
全
国
大
会

で
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
時
代
と
し
て
は
よ
く
頑
張
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
ラ
イ
バ
ル
で
は
な
く
、
楽
し
い

仲
間
で
し
た
。
有
り
難
う
！

　

過
日
行
わ
れ
た
新
潟
・
下
越
地

区
大
会
で
も
好
成
績
を
残
し
、『
北

信
越
か
が
や
き
総
体
』
を
ひ
か
え

て
、
現
役
選
手
の
活
躍
が
報
道
さ

れ
て
い
る
陸
上
競
技
部
で
す
。
久

し
ぶ
り
に
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
御
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
。

特　

別　

寄　

稿

青
山
ゴ
ル
フ
会

大
谷
　
勝
美
（
69
回
）

　

こ
の
度
の
第
33
回
青
山
ゴ
ル
フ
会

は
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
気
温
23
℃
微

風
と
い
う
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
の

下
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

常
に
優
勝
の
二
文
字
を
夢
見
て
き

た
69
回
卒
の
我
々
は
、
今
回
出
席
４

人
（
笠
原
弘
、
大
森
ゆ
か
り
、
鈴
木

将
夫
、
大
谷
勝
美
）
と
い
う
団
体
戦

ゴ
ル
フ
会
事
務
局
よ
り

第
34
回
コ
ン
ペ
を
「
学
校
創
立

１
２
０
周
年
記
念
大
会
」
と
し

て
、
平
成
24
年
10
月
28
日
（
日
）

紫
雲
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て

開
催
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
皆

様
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

お
申
込
、
お
問
い
合
わ
せ
先
：

青
山
ゴ
ル
フ
会
事
務
局　

89
回
脇
坂
一
郎
、
91
回
本
間
正
隆

（
℡
０
２
５

－

２
２
９

－

８
２
０
０

㈱
本
間
組
内
）

し
ぶ
と
さ
に
後
輩
の
皆
は
敬
服
し
た

次
第
で
す
。

　

同
じ
時
期
に
、
同
じ
学
び
舎
で
学

ん
だ
先
輩
、
後
輩
な
の
で
お
互
い
に

親
し
み
を
感
じ
、
和
気
藹
々
の
楽
し

い
１
日
で
し
た
。
今
後
共
お
互
い
健

康
に
留
意
し
、
元
気
で
次
回
コ
ン
ペ

で
の
再
会
を
誓
い
解
散
し
ま
し
た
。

参
加
者
（
16
名
）

67
回　

星　

充
・
菅
沼
重
登
・
鍵
富

靖
雄
・
白
井　

節
・
中
野　

仁

68
回　

渡
辺
千
艦
・
池
主
憲
夫
・
久

保
田
幸
郎
・
田
中
宣
男
・
藤
崎
昌
彦
・

関
根
紀
一
郎

69
回　

大
森
ゆ
か
り
・
岡
田
尚
子
・

鈴
木
将
夫
・
笠
原　

弘
・
飯
島
信
輔
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青
山
烏
鷺
の
会　

ご
案
内

齋
藤
　
繁
夫
　
旧
職
員
（
77
回
）

＊
名
称　

青
山
烏う

鷺ろ

の
会

＊
会
長　

長
谷
川
義
明　

同
窓
会
会
長

＊
会
員
数　

現
在
約
40
人

＊�

会
員
資
格　

青
山
同
窓
生
と
新
潟

高
校
現
職
員
・
旧
職
員

＊�

例
会　

６
月
と
12
月
（
片
方
が
土

曜
日
、
も
う
一
方
が
日
曜
日
。
今

年
度
は
６
月
10
日
の
日
曜
日
と
、

12
月
の
土
曜
日
【
日
程
未
定
。
昨

年
度
は
12
月
23
日
（
金
）
の
天
皇

誕
生
日
に
開
催
。】）

＊�

会
場　

新
潟
会
館
（
中
央
区
幸
西

３

－

３

－

１
）

＊
日
程
と
会
費

　

烏
鷺
の
会　

昼
食
付
き
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

　
　
　
　
　
　

対
局
数　

４
局

　

懇 

親 

会　

３
０
０
０
円（
同
会
場
）

　
　
　
　
　
　

15
時
～
17
時

＊
連
絡
先

〒
９
５
０

－

３
３
２
２　

新
潟
市
北

区
嘉
山
４

－

11

－

36

青
山
烏
鷺
の
会
事
務
局　

齋
藤
繁
夫

０
９
０

－

１
１
１
２

－

４
２
７
９

　

勤
務
の
都
合
で
携
帯
に
出
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
す

と
助
か
り
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
０
２
５

（
３
８
６
）
１
５
６
０

　

数
十
年
前
に
校
内
職
員
囲
碁
大
会

と
し
て
発
足
。
一
時
中
断
す
る
も
、

　

同
窓
の
み
な
皆
さ
ん
へ
。
１
２
０

周
年
に
心
か
ら
「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
一
言
を
届
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
卒
業
か
ら
ま
た
た
く

間
に
お
よ
そ
半
世
紀
の
46
年
目
の
関

西
（
大
阪
）
生
活
で
す
が
、
信
濃
川

の
悠
々
た
る
流
れ
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
、
こ
の
１
２
０
年
の
歩
み
に
連
な

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

さ
て
２
年
前
は
、
小
生
還
暦
を
超

『
反
戦
イ
ラ
ク
帰
還
兵
の
会
・
明
日
へ
の
あ
ゆ
み
』

�

２
年
ぶ
り
の
新
作
・
新
潟
公
開
へ

木
村
　
修
（
75
回
）

え
て
の
監
督
第
１
作
『
立
ち
上
が
る

イ
ラ
ク
帰
還
兵
』
の
新
潟
公
開
に
卒

業
年
度
を
こ
え
て
身
に
余
る
程
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
お
く
れ
ば
せ
な
が
ら

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
、
昨
年
の
３
月
に
再

度
シ
カ
ゴ
を
訪
問
し
、
こ
れ
ま
で
４

年
間
取
材
を
つ
づ
け
て
ま
い
り
ま
し

た
素
材
と
会
わ
せ
て
、
１
月
に
続
編

『
反
戦
イ
ラ
ク
帰
還
兵
・
明
日
へ
の

あ
ゆ
み
』（
60
分
）
を
完
成
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。今
春
か
ら
神
戸
、

大
阪
、
名
古
屋
そ
し
て
横
浜
と
上
映

を
続
け
、こ
の
度
齋
藤
正
行
（
76
回
）

新
潟
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
代
表
の
厚
意

で
、
再
度
新
潟
公
開
の
機
会
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。新
作
は
、

前
作
で
紹
介
し
た
元
イ
リ
ノ
イ
州
兵

ア
ー
ロ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
の
、
占
領
地

イ
ラ
ク
を
再
訪
し
、「
許
し
を
請
う

こ
と
は
で
き
な
い
～
責
任
を
引
き
受

け
た
い
」と
誓
っ
た
あ
の
一
青
年
の
、

２
年
後
の
姿
を
追
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
私
が
か
ね
て
か
ら
問
い
尋
ね
て
き

た
ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
の
世
代
か
ら
、

今
日
の
イ
ラ
ク
帰
還
兵
の
世
代
ま
で

の
つ
な
が
り
を
重
ね
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
は
今
、「
格
差
の
拡
大
」
に
青
年

層
が
激
し
く
抗
議
す

る
、オ
キ
ュ
パ
イ（
占

拠
）
運
動
が
ウ
ォ
ー

ル
街
か
ら
全
主
要
都

市
に
広
が
り
、
熱
く

揺
れ
動
い
て
い
ま

す
。こ
の
最
新
の「
ア

メ
リ
カ
の
今
」
を
背

景
に
、
自
分
の
過
去

と
向
き
合
い
、
明
日

へ
と
あ
ゆ
む
道
を
見

つ
け
た
青
年
た
ち
の

呼
び
か
け
を
、
ぜ
ひ

と
も
新
潟
の
皆
様
に

お
と
ど
け
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

追　

悼　

文

追
悼　

戸
松
秀
雄
君

石
田
　
瑞
穂
（
67
回
）

　

二
月
九
日
朝
「
戸
松
君
が
亡
く

な
っ
た
」
と
同
期
生
か
ら
の
電
話
。

二
～
三
日
前
逢
っ
た
ば
か
り
な
の

で
、
驚
い
て
ご
自
宅
に
伺
う
。
苦
悶

の
色
ひ
と
つ
な
く
、
穏
や
か
に
眠
っ

て
い
る
よ
う
な
お
顔
を
拝
し
て
も
ま

だ
そ
の
死
が
信
じ
ら
れ
な
い
。

　

十
二
日
、
告
別
式
の
後
、
彼
を
乗

せ
て
青
山
の
斎
場
に
向
か
う
霊
柩
車

は
、
狭
い
学
校
町
通
り
に
入
り
、
新

潟
高
校
前
で
一
時
停
車
、
警
笛
を
鳴

ら
し
、
お
別
れ
を
し
た
。
彼
は
、
現

職
の
青
山
同
窓
会
、
広
報
委
員
長
で

あ
り
、
編
集
長
と
し
て
会
報
の
発
行

に
情
熱
を
注
い
で
い
た
。

　

私
は
彼
と
は
五
十
数
年
前
、
三
年

生
の
時
、
女
生
徒
の
い
な
い
「
ヤ
モ

現
事
務
局
が
母
校
に
赴
任
し
た
20
年

前
に
再
開
。
そ
の
後
、
同
窓
生
な
ど

が
加
わ
り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

長
谷
川
同
窓
会
会
長
（
六
段
格
）

を
は
じ
め
と
す
る
、歴
代
校
長
４
人
、

元
県
名
人
（
八
段
格
）
２
人
な
ど
と

い
っ
た
恐
ろ
し
い
方
だ
け
で
な
く
、

級
位
者
も
お
ら
れ
、
毎
回
、
ヘ
ボ
と

ザ
ル
と
の
熱
い
闘
い
が
（
達
人
同
士

の
手
談
に
紛
れ
て
）
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

賞
品
は
事
務
局
が
日
本
棋
院
か
ら

取
り
寄
せ
た
囲
碁
グ
ッ
ズ
が
い
っ
ぱ

い
で
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。
懇
親
会

は
そ
の
日
の
対
局
を
肴
に
飲
み
放

題
。
と
て
も
楽
し
い
会
で
す
。
多
く

の
方
々
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

入
会
ご
希
望
の
方
、
疑
問
の
点
が

お
あ
り
の
方
は
事
務
局
ま
で
（
で
き

れ
ば
最
初
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
葉
書
で
）
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

例
会
の
ご
案
内
は
、
原
則
と
し
て

メ
ー
ル
で
行
い
ま
す
の
で
、
入
会
さ

れ
る
際
に
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明

記
願
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
ド
レ

ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
へ
は
往
復
葉

書
で
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
会
独
特
の
ル
ー
ル
が

ご
ざ
い
ま
す
。
持
碁
の
場
合
は
年
長

者
の
勝
ち
。
ス
イ
ス
方
式
で
ま
っ
た

く
の
同
星
の
場
合
は
年
長
者
が
上
位

と
な
り
ま
す
。
入
会
の
際
に
は
生
年

月
日
も
ご
明
記
く
だ
さ
い
。

　

な
お
こ
の
第
２
作
は
、
同
じ
反
戦

イ
ラ
ク
帰
還
兵
の
会
を
取
材
す
る
奇

縁
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
新
鋭
女
性
監

督
、
サ
ラ
・
ネ
ッ
ソ
ン
監
督
の
注
目

作
『
ポ
ス
タ
ー
ガ
ー
ル
』（
２
０
１
１

年
度
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
短
編
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
部
門
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
）

と
２
本
立
て
上
映
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
幸
運
も
話
題
と
し
て
加
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
新

潟
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
で
な
つ
か
し
い

再
会
を
果
た
せ
る
こ
と
を
心
ま
ち
に

し
て
い
ま
す
。
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メ
」
ク
ラ
ス
の
同
級
で
あ
っ
た
。
受

験
を
控
え
た
秋
、「
校
区
一
周
ク
ラ

ス
対
抗
駅
伝
競
走
」の
選
手
と
し
て
、

共
に
一
カ
月
近
く
毎
日
放
課
後
練
習

を
し
て
い
た
。
他
の
ク
ラ
ス
担
任
に

は
「
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
お

前
た
ち
の
入
れ
る
大
学
は
な
い
ぞ
」

と
授
業
中
に
嫌
み
を
言
わ
れ
た
が
、

ク
ラ
ス
担
任
の
遠
藤
久
雄
先
生
は
嫌

み
の
一
つ
も
な
く
、
我
等
の
練
習
を

見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
。結
果
は「
早

く
か
ら
独
走
で
、
優
勝
」
そ
の
恩
師

が
昨
年
６
月
逝
去
さ
れ
、
戸
松
君
と

葬
儀
の
裏
方
の
お
手
伝
い
を
し
た
。

彼
の
会
報
編
集
長
と
し
て
の
最
後
の

仕
事
が
会
報
に
追
悼
記
を
手
配
、
校

正
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。（
新
年
号

に
掲
載
）

　

全
国
各
地
に
雄
飛
活
躍
の
校
友
を

結
ぶ
絆
と
し
て
の
会
報
編
集
に
上
村

光
司
元
会
長
の
頃
か
ら
２
人
で
携
わ

り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
よ
る
先
輩

訪
問
記
な
ど
が
、
後
に
青
山
学
術
文

化
講
演
会
の
講
師
選
定
の
糸
口
に

な
っ
た
り
、
字
数
オ
ー
バ
ー
の
先
輩

の
投
稿
記
事
に
対
し
て
、
面
談
、
ま

た
手
紙
で
の
丁
寧
な
削
除
依
頼
な

ど
、
温
厚
、
誠
実
な
彼
の
仕
事
ぶ
り

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

彼
は
高
校
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

で
、
２
年
生
の
時
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
全
国
優
勝
し
た
。
中
央
大
学
卒
業

後
、
新
潟
日
報
社
に
入
社
、
販
売
部

門
で
数
々
の
実
績
を
上
げ
、定
年
後
、

日
報
販
売
（
株
）
の
社
長
を
努
め
た
。

同　

窓　

の　

本

　
「
ま
わ
り
の
人
へ
の
任
せ
方
が
わ

か
ら
な
い
」「
い
い
仕
事
が
あ
が
っ

て
こ
な
い
か
ら
任
せ
た
く
な
い
」「
教

え
る
時
間
が
な
い
か
ら
自
分
で
や

る
」
―
―
。

　

こ
れ
が
「
自
分
で
や
っ
た
方
が
早

い
」
と
い
う
病
で
す
。

「
自
分
で
や
っ
た
方
が
早
い
病
」

小
倉
　
広
（
92
回
）
著

　

病
が
悪
化
す
る
と
、
待
っ
て
い
る

の
は
“
孤
独
な
成
功
者
”
の
姿
で
す
。

　
「
お
金
は
あ
る
が
、
つ
ね
に
忙
し

く
て
、
ま
わ
り
に
人
が
い
な
い
」

　
「
仕
事
の
成
功
を
一
緒
に
喜
ぶ
仲

間
が
い
な
い
」。

　

そ
れ
は
本
当
に
「
幸
せ
」
な
の
で

し
ょ
う
か
？

　

本
書
で
は
、
25
冊
の
著
作
を
持
つ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
プ
ロ
が
、
自
ら

の
失
敗
体
験
を
交
え
な
が
ら
「
本
当

の
任
せ
方
」「
人
の
育
て
方
」
を
披

露
し
ま
す
。
仕
事
が
デ
キ
る
つ
も
り

で
い
て
も
、
成
長
が
ス
ト
ッ
プ
し
、

い
つ
の
間
に
か
孤
立
し
て
し
ま
う
恐

ろ
し
い
病
。
特
に
30
代
以
降
の
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、
必
読
で
す
。

（
今
回
の
同
窓
の
本
は
小
倉
広
さ
ん

（
92
回
）
の
自
薦
投
稿
書
評
で
す
。）

（星海社新書・講談社　
2012/5/25 発売　200P）
→こちらで第二章まで試
し読みできます。
http://ji-sedai.jp/book/
publication/j ibunde.
html

母　

校　

は　

今

　

私
は
地
歴
公
民
科
世
界
史
の
教
育

実
習
生
と
し
て
、
新
潟
高
校
で
３
週

間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
３
週
間
は
本
当
に
貴
重
な

時
間
で
あ
り
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
授
業

に
お
い
て
も
そ
れ
以
外
の
活
動
に
お

い
て
も
、
ま
ず
生
徒
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

例
え
ば
授
業
で
は
、
生
徒
に
対
し

ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
れ
ば
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
か
、
生
徒
が
わ
か

ら
な
い
の
は
ど
の
部
分
な
の
か
、
と

い
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ

ば
、
ひ
と
り
よ
が
り
の
授
業
に
な
っ

て
し
ま
う
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
、
生
徒
へ
の
発
問
や

生
徒
自
身
が
発
見
を
で
き
る
よ
う
な

学
習
活
動
を
授
業
に
織
り
交
ぜ
て
い

く
こ
と
は
、
本
当
に
難
し
く
準
備
の

必
要
な
こ
と
で
す
。
こ
う
い
っ
た
授

業
を
毎
日
展
開
し
て
い
る
先
生
方
を
、

た
だ
た
だ
尊
敬
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
実
習
生
は
生
徒
と
年
齢
も
近

い
た
め
、
生
活
面
で
も
共
感
で
き
る

部
分
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

そ
の
分
油
断
も
し
が
ち
で
す
。
生
徒

と
は
け
じ
め
を
つ
け
て
接
し
、
積
極

的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
重

寄
り
添
う
姿
勢

教
育
実
習
生
　
地
歴
公
民
科
　
小
林
　
萌
（
117
回
）

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
生
徒
の
こ
と

を
考
え
て
動
く
た
め
に
は
、
生
徒
を

積
極
的
に
理
解
し
よ
う
と
努
め
、
寄

り
添
っ
て
い
く
姿
勢
と
い
う
も
の
が

大
切
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
新
潟
高
校
の
先
生
方
は
そ
れ

を
実
践
し
て
お
ら
れ
ま
す
。３
週
間
、

そ
の
よ
う
な
先
生
方
に
熱
心
に
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
先
生
方
、
そ
し

て
生
徒
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

母
校
の
新
潟
高
校
で
教
育
実
習
生

と
し
て
３
週
間
お
世
話
に
な
り
、
教

育
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
楽
し
さ
、

難
し
さ
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
中
で
、
最
も
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
教
師
と
は
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

高
等
学
校
の
教
員
と
し
て
ま
ず
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
な
教
科
の
知

識
で
す
。
授
業
が
学
校
生
活
の
中
心

に
あ
る
生
徒
を
指
導
す
る
上
で
自
分

の
専
門
教
科
を
正
し
く
教
え
る
こ
と

は
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
教

材
に
正
対
し
、
テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ

て
い
る
こ
と
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
理

解
し
た
う
え
で
、
自
分
の
中
で
か
み

く
だ
き
、
生
徒
に
わ
か
り
や
す
く
伝

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い

と
い
う
こ
と
を
今
回
の
実
習
で
気
付

教
え
る
と
い
う
こ
と

教
育
実
習
生
　
国
語
科
　
畑
山
　
雅
俊
（
117
回
）

き
ま
し
た
。
い
く
ら
教
材
を
読
み
こ

ん
で
話
し
て
も
生
徒
に
届
か
な
い
も
ど

か
し
さ
を
感
じ
る
場
面
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
に
指
導
教
官
の
先
生

か
ら
、
自
分
が
教
材
を
楽
し
ん
で
い
る

姿
を
生
徒
に
見
せ
る
こ
と
は
教
え
る

以
上
に
生
徒
に
学
ば
せ
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
教

え
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
に
自
分
が
教

科
の
魅
力
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、
ま
ず
自
分
が
楽
し
ん

で
教
え
な
け
れ
ば
と
気
付
き
ま
し
た
。

生
徒
に
と
っ
て
魅
力
的
な
教
師
に
な

れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
精
進
し
ま
す
。

　

自
分
が
３
年
間
を
過
ご
し
た
高
校

で
実
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。
お
忙
し

い
中
我
々
実
習
生
の
面
倒
を
見
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
楽
し
い
時
間
を

く
れ
た
生
徒
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
世
界
で
も
早
く

か
ら
後
輩
の
指
導
を
初
め
、
県
下
協

会
の
要
職
を
重
ね
貢
献
し
た
。ま
た
、

「
新
潟
い
の
ち
の
電
話
」
立
ち
上
げ

に
も
最
初
か
ら
関
わ
り
、
少
子
高
齢

化
社
会
の
悩
み
多
い
人
た
ち
に
暖
か

い
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
。

　

通
夜
、
告
別
式
に
会
場
狭
し
と
飾

ら
れ
た
生
花
が
多
方
面
で
の
活
躍
、

交
流
を
偲
ば
せ
る
。
私
も
50
年
近
い

交
流
に
な
る
。
同
期
会
、
同
窓
会
、

会
報
編
集
・
発
行
な
ど
で
温
厚
着
実
、

几
帳
面
、
何
よ
り
も
暖
か
い
人
柄
に

教
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
、
学
ぶ
と
こ

ろ
が
多
か
っ
た
。
今
頃
、
家
族
を
愛

し
、
友
を
愛
し
、
酒
を
愛
し
た
彼
は
、

先
に
逝
っ
た
恩
師
と
和
や
か
に
杯
を

交
わ
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。好
漢
、

戸
松
秀
雄
君
の
ご
冥
福
を
祈
る
や
切

で
あ
る
。
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＜平成 24 年度入試概況＞
　平成 24 年度入試は厳しい経済状況や学生の就
職難、昨年の東日本大震災などの影響が残る特徴
的な入試となりました。
　１月に実施された大学入試センター試験では受
験人口の減少（前年度－2.2％）にもかかわらず、
センター試験の出願者数の減少（前年度－0.6％）
ははるかに小さい減少率となりました。一方、国
公立大学の志願倍率が5.01倍から4.91倍になっ
たのは、難関国公立大学の後期廃止と、ここ２年
ほど志願者の増加が目立った公立大でその反動が
見られたことの２点によると考えられます。セン
ター試験は平均点が上昇しましたが、極端な強気
志向は見られず、手堅い出願が目立ちました。全
国的には「地元志向」、「安全志向」といった傾向
が続き、学部系統別の人気は「文低理高」が鮮明
です。社会科学系（法・経）で志願者減少が目立
つ一方で「教育」・「医療」といった資格系学部の
人気が依然として高い状況にあります。
　センター試験は今年度も易化傾向にあり、全国
平均点は文系で581点（900点換算・前年＋15点）
理系は 601 点（同・＋27 点）となっています。
記述力を重視している本校にとっては、センター
試験の易化は決して喜ばしいことではありません
が、その状況でも本校生徒は確実に得点し、堅実
に出願する傾向が見られました。
　以下、特に成果を挙げた点についてご報告します。
＜平成 24 年卒業生の進学状況＞
　難関大学（東大、
京大、一橋大、東
工大、国公立大医
学科及び旧帝大）
の合格者が 75 名
となっています。
過去 5 年では（62 
→ 71 → 80 → 72 
→ 75）のように
推移しています。
　国公立大医学科
の現役合格者が
19 名となり、昨
年並みの成果を残
しました。過去 5
年 間 の 推 移 は

（10→16→22→ 
19 → 19）となり、
私大を含めると現
役で 22 名が進学
しました。
　今年はセンター
試験後の授業形態
をよりきめ細かい
形にし、志望大学
別の演習を行い、
生徒もそれによく
ついてきてくれま
した。このことに
より東京大学の合
格 者 数 は 過 去 5
年で 6 → 10 → 4 
→ 7 → 8 となり、
文一で２名、理一
で５名、理二で１
名の合格者を出す
ことができまし
た。東北大に 30
名の合格者を出し

たことも特筆すべきことです。
　進学率は昨年度の 58.4％から 66.1％と大幅に
回復しました。一方で難関大学へ積極的に出願し
たものの力が及ばなかった生徒、合格を勝ち取り
ながらも、さらに上を目指す生徒もいます。これ
らの生徒達には昨年同様、「ますらお通信」を送っ
て激励していきます。医学部医学科で昨年並みの
成果を挙げることができた要因は、メディカル
コース（医療系希望者コース）での学習、講演会、
大学訪問を通じて絶えず動機づけがなされたこと
が考えられます。
　さらに医学科の場合、全国的な医師確保対策に
より定員が増えていることと、全国展開での出願
により、国公立大医学科の合格者数を昨年並みに
することができました。新潟大学を始め、東北大、
北大、その他の医学科の合計は 19 名となりまし
た。現役合格 30 名を目指して今後とも取り組ん
でいきます。
＜最後に＞
　センター試験の結果を受け、堅実に出願した者、
難関大に積極的にチャレンジした者、それぞれい
ます。自分の可能性を信じて、もう一年準備する
生徒もいます。「文武両道」の伝統を堅持しつつ、
第一志望の現役合格者数を増やすべく、私たち職
員は今後とも生徒の学力強化に努めて参ります。
　同窓会の皆様方からのご支援もよろしくお願い
いたします。

　平成 24年度入試結果　
進路指導主事　小林　靖明

主な国公立大学　合格者数

大学名 平成
18 年

平成
19 年

平成
20 年

平成
21 年

平成
22 年

平成
23 年

平成
24 年

北 海 道 大 15 15 10 9 11 10 13
旭 川 医 科 1 5 0 0 0
東 北 大 24 22 28 24 29 22 30
秋 田 大 4 3 1 0 1 4
山 形 大 3 0 2 2 3 3 3
筑 波 大 13 5 4 7 8 6 5
埼 玉 大 4 4 1 1 1 1 0
千 葉 大 13 8 7 10 6 5 4
東 京 大 9 10 6 10 4 7 8
東京外語大 3 1 5 3 2 6 1
東京学芸大 9 2 8 6 8 4 2
東京工業大 2 4 3 2 4 1 1
東京農工大 1 1 3 1 2 1 2
お茶女子大 6 2 0 5 1 2 4
電気通信大 0 1 2 0 1
一 橋 大 3 1 2 3 5 5 3
横浜国立大 8 7 4 9 1 7 4
新 潟 大 73 69 84 65 50 52 59
長岡技科大 0 1 1
富 山 大 1 2 3 2 1 4 4
金 沢 大 7 5 9 7 4 8 10
信 州 大 2 0 1 3 4 0 2
静 岡 大 1 1 0
名 古 屋 大 1 1 0 1 1 1 0
京 都 大 5 6 4 3 6 7 2
大 阪 大 2 5 1 3 3 2 4
神 戸 大 1 3 1 2 1 0 0
九 州 大 1 1 1
首都大東京 3 4 4 3 4 7 5
横浜市立大 1 2 2 2 2 1 1
新潟県立大 7 6 5 8
静岡県立大 1 2 1 0 0
大阪府立大 0 1 0 1 1
大阪市立大 2 1 1
そ の 他 14 14 17 12 9 12 11
合 計 233 206 213 207 176 183 191

主な私立大学　合格者数

大学名 平成
18 年

平成
19 年

平成
20 年

平成
21 年

平成
22 年

平成
23 年

平成
24 年

早 稲 田 大 41 32 34 40 28 30 34
慶 応 大 18 10 15 13 15 13 11
明 治 大 35 36 48 36 40 29 31
立 教 大 20 22 23 28 15 9 7
法 政 大 21 17 29 31 17 13 12
青山学院大 9 12 12 12 17 9 10
学 習 院 大 7 4 6 2 2 2 2
北 里 大 6 4 5 11 10 3 4
国 学 院 大 4 6 2 5 2 1 2
国際基督教大 2 5 3 2 1
駒 沢 大 9 1 3 3 1 2 9
自治医科大 1 0 1 0 0 1
上 智 大 5 5 5 8 6 4 5
成 蹊 大 4 2 2 5 1 2
成 城 大 3 4 4 0 1 2 2
専 修 大 9 2 3 10 4 2
玉 川 大 3 2 5 1 1
中 央 大 36 30 36 33 22 19 26
津 田 塾 大 11 6 3 10 5 5 0
東 海 大 5 4 4 3 1
東京農業大 5 5 12 4 4 2 8
東京理科大 21 20 27 20 28 11 15
東京薬科大 3 4 1 4
東京女子大 6 10 5 7 3 3 4
東 邦 大 3 1 2 1 1 1
日 本 大 6 7 15 19 8 9 12
日本女子大 4 9 2 4 2 7 4
明治学院大 6 7 8 4 3 2 2
文 教 大 7 8 7 1 4
神 奈 川 大 6 3 2 0
新潟薬科大 17 15 5 6 9 6 6
同 志 社 大 6 4 4 2 1 3 6
立 命 館 大 12 9 20 7 7 17 23
関西学院大 4 6 0 1 0 1
そ の 他 89 55 62 46 50 37 45
合 計 444 362 417 374 305 243 292

主な大学合格者数（現役合格者延べ数）

＊空白は未受験、０は合格者０

母　校　は　今
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平成24年度新潟高等学校県総体結果
１　陸上競技	 男子：400 ｍ	 第３位	 南波惇輝（北信越大会出場）
		  400 ｍＨ	 第２位	 本間健太郎（北信越大会出場）
		  ４× 100 ｍＲ	 第７位	 間・齋藤・南波・本間
		  ４× 400 ｍＲ	 第３位	 齋藤・南波・神田・本間（北信越大会出場）
	 女子：400 ｍ	 第２位	 広田有紀（北信越大会出場）
		  800 ｍ	 第１位	 広田有紀（北信越大会出場）
		  ４× 400 ｍＲ	 第６位	 山口・中村・村山・広田（北信越大会出場）
		  走高跳	 第３位	 中村真璃子（北信越大会出場）
		  女子学校対抗	 第７位

２　バスケットボール　男子：ベスト 16　　女子：２回戦敗退

３　サッカー　　ベスト 16

４　ラグビー　　第４位

５　バレーボール　男子：２回戦敗退　　女子：１回戦敗退

６　テニス　　　男子：団体　　　　ベスト 16
　　　　　　　　　　　ダブルス　　ベスト 16　近藤大暉・荒木圭介
　　　　　　　　女子：団体　　　　ベスト８
　　　　　　　　　　　ダブルス　　第２位　佐藤由唯・福田あずみ（全国大会出場）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ベスト 16　西口葉月・加藤海咲
　　　　　　　　　　　シングルス　第３位　佐藤由唯（全国大会出場）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ベスト 16　福田あずみ・加藤海咲

７　ソフトテニス　男子：団体　２回戦敗退　　個人　３回戦敗退　筒井秋成・國松和眞
　　　　　　　　女子：団体　２回戦敗退　　個人　４回戦敗退　阿部夏実・樋口麻梨奈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３回戦敗退　伊井都優美・山後　緑

８　卓球　　　　男子：学校対抗　　１回戦敗退
　　　　　　　　　　　ダブルス　　３回戦敗退　田中　博・成川健斗
　　　　　　　　　　　シングルス　３回戦敗退　田中　博
　　　　　　　　女子：学校対抗　　２回戦敗退
　　　　　　　　　　　ダブルス　　３回戦敗退　椎谷依利果・早福美佳
　　　　　　　　　　　シングルス　第 14 位　早福美佳

９　バドミントン　男子：団体　３回戦敗退　　女子：団体　２回戦敗退

10　柔道	 男子：団体　予選リーグ敗退　　個人　73kg 級　第３位　柄澤友幹（北信越大会出場）
	 女子：団体　１回戦敗退　　　　個人　52kg 級　第３位　藤澤　薫（北信越大会出場）

11　剣道	 男子：団体　ベスト８　　個人　ベスト 16　髙野悠司　　女子　団体　予選リーグ敗退

12　空手道	 男子：団体形　１回戦敗退　　団体組手　１回戦敗退　　個人組手　第３位　篠原寛弥（全国大会出場）
	 女子：団体形　２回戦敗退　　団体組手　第３位（北信越大会出場）

13　フェンシング　男子：学校対抗	 第１位	（全国大会出場）
		  個人	 フルーレ	 第１位	 中村洸太（全国大会出場）
				    第２位	 松井遼介（全国大会出場）
				    第３位	 吉田紘大（北信越大会出場）
				    第５位	 日野浦雄高
			   エペ	 第２位	 吉田紘大
				    第３位	 古田島亮
				    第６位	 高橋利典
			   サーブル	 第２位	 藁谷　友
				    第３位	 日野浦雄高
				    第４位	 笠原　良
	 女子：学校対抗	 第１位	（全国大会出場）
		  個人	 フルーレ	 第１位	 古俣潮里（全国大会出場）
				    第３位	 酒井瑞姫（北信越大会出場）
				    第４位	 風間はづき
			   エペ	 第１位	 古俣潮里（全国大会出場）
				    第４位	 金安凛々子
				    第５位	 藤石綾音
				    第６位	 新井しおり
			   サーブル	 第１位	 風間はづき（全国大会出場）
				    第４位	 長田悠里
				    第５位	 島田江里子

14　ボート	 男子：シングルスカル	 第４位　遠山幸也
		  第５位　斉藤　惇
		  ダブルスカル	 第４位　永田大樹・大嶋恭一郎
		  クォドルプル	 第４位　清瀬嵩人・田村倫也・今井慎司・高桑　駿・幸田圭太
	 女子：シングルスカル	 第３位　拝野怜嘉（全国大会出場）
		  ダブルスカル	 第２位　岩田彩希・仲野杏子（全国大会出場）

15　弓道	 男子：団体　予選敗退　　個人　第５位　髙嶋　惇
	 女子：団体　予選敗退

16　山岳	 第７位
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会
報
編
集
委
員
長
挨
拶

石
井
　
智
裕
（
79
回
）

　

本
年
２
月
に
急
逝
さ
れ
た
戸
松
秀

雄
前
委
員
長
に
、
紙
面
を
借
り
ま
し

て
哀
悼
の
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

〃　
　

中
村　

有
里�

（
五
泉
）

〃　
　

平
山　
　

剛

�

（
高
等
学
校
教
育
課
指
導
主
事
）

〃　
　

石
垣　
　

学�

（
新
津
）

〃　
　

遠
藤　

彩
加�

（
糸
魚
川
）

実
習
助
手　

丸
田　

祐
美�

（
村
松
）

〈
退
職
　
転
出
（
転
出
先
）〉

校
長　

大
滝　

祐
幸�

（
定
年
退
職
）

教
諭　

笹
口　
　

勝�

（
長
岡
）

〃　
　

早
川　
　

亨�

（
三
条
）

〃　
　

阿
部　

浩
治�

（
新
潟
南
）

〃　
　

泉
田　
　

保�

（
巻
）

職
員
の
異
動�

平
成
二
十
四
年
四
月

　

会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、「
青
山
同
窓
会
報
」
を
毎
号
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
納
入
の
な
い
方
に
は
「
会
報
」

を
お
送
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
是
非
、
お
忘
れ
な

く
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
会
費
は
年
会
費
（
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

年
会
費　

一
口　

１
，０
０
０
円

で
き
る
だ
け
二
口
以
上
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

振
込
先
：
郵
便
振
替
口
座

　
　
　
　

全
日
制　

０
０
６
５
０
―
７
―
４
４
５
５　
　

青
山
同
窓
会

　
　
　
　

通
信
制　

０
０
５
３
０
―
１
―
７
４
２
０
７　

青
山
通
教
部
会

青
山
同
窓
会
費
納
入
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

同
期
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
是
非
、
会
費
納
入
者
の
拡
大
に
ご
協
力
下

さ
い
。
早
め
に
、
開
催
の
期
日
を
連
絡
頂
け
れ
ば
、
事
務
局
で
、
同
窓
会
報
・

会
費
納
入
の
お
願
い
・
振
込
用
紙
そ
し
て
Ａ
４
サ
イ
ズ
が
入
る
角
２
の
同
窓

会
封
筒
を
人
数
分
用
意
し
て
お
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

同
期
会
を
開
催
さ
れ
る
期
の
幹
事
の
方
へ
お
願
い

　

原
稿
の
字
数
は
８
０
０
字
か
ら
１
，０
０
０
字
の
間
で
書
い
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
１
，０
０
０
字
以
上
で
す
と
紙
面
の
関
係
で
載
せ
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
原
稿
に
つ
い

て
字
、
句
を
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
新
年
号
に
対
す
る
同
期
会
等
の
寄
稿
〆
切
日
は
11
月
10
日
を
目

途
と
し
て
お
り
ま
す
。

会
報
へ
寄
稿
さ
れ
る
方
へ
、
原
稿
字
数
の
お
願
い

表
紙
題
字
：
小
川　

和
恵
（
101
回
）　

イ
ラ
ス
ト
…
池
主　

憲
夫
（
68
回
）

ま
す
。
戸
松
さ
ん
か
ら
は
10
年
以
上

に
わ
た
り
編
集
委
員
と
し
て
ご
指
導

頂
き
、
会
報
編
集
に
お
い
て
も
お
酒

の
席
で
も
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で

す
。
浅
学
非
才
な
身
で
は
あ
り
ま
す

が
会
報
編
集
委
員
会
組
織
を
強
く
し

青
山
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

常
勤
講
師　

田
上　

辰
平

�

（
国
際
情
報
（
新
採
用
））

〃　
　

前
田
健
太
郎

�

（
葛
塚
中
学
校
常
勤
講
師
）

非
常
勤
講
師　

山
田　

義
久�（
退
職
）

〃　
　

吉
田　

幸
策�

（
退
職
）

〃　
　

三
木　

聖
美�

（
退
職
）

〃　
　

阿
部　
　

愛�

（
退
職
）

〃　
　

石
田　

路
子�

（
退
職
）

主
査　

原　
　

洋
子�

（
定
年
退
職
）

〈
転
入
（
前
所
属
）〉

校
長　

草
間　

俊
之

�

（
県
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

教
諭　

金
澤　

康
雄�

（
長
岡
）

〃　
　

登
坂　
　

覚�

（
国
際
情
報
）

〃　
　

小
熊　

好
弘�（
十
日
町
総
合
）

〃　
　

草
間　

淑
之�

（
新
採
用
）

〃　
　

五
十
嵐
公
一�

（
新
採
用
）

〃　
　

鈴
木　

信
行�

（
国
際
情
報
）

〃　
　

竹
内　

哲
文�

（
六
日
町
）

〃　
　

永
橋　

知
明�

（
佐
渡
総
合
）

常
勤
講
師　

竹
内　

泰
雄

実
習
助
手
（
臨
時
職
員
）　

　
　
　

高
橋　
　

悟�（
新
発
田
農
業
）

養
護
助
教
諭　

本
間　

澄
子

�

（
３
か
月
）

非
常
勤
講
師　

坂
井　

政
行

〃　
　

鈴
木　

恵
子

〃　
　

竹
内　

喜
紀

〃　
　

堀
江　

光
典

〃　
　

木
村　

正
史

主
査　

佐
藤　
　

勉

事
務
職
員
（
非
常
勤
）

　
　
　

保
科　

江
里�

（
１
か
月
）

青陵祭　平成 24 年６月９日
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長　岡　　　雄
渡　辺　久美子
26 回Ｓ 59年

深　井　正　伸
27 回Ｓ 60年

阿　部　芳　恵
石　川　孝　子
栗　原　　　隆
28 回Ｓ 61年

伊　藤　雅　子
29 回Ｓ 62年

伊　藤　芳　子
佐々木　テ　イ
陽　田　ナツ子
30 回Ｓ 63年

岡　田　郁　子
佐　藤　英　明
丸　山　　　弘
31 回Ｈ 1年

金　子　由紀子
32 回Ｈ 2年

阿　部　和　美
神　田　光　子
菊　地　光　子
笹　﨑　美由子
武　　　正　志
福　田　政　行
33 回Ｈ 3年

小　柳　久　雄
蕪　木　フ　ミ
桑　原　恒　夫
高　野　久　子
駒　沢　　　聡
津　端　キ　ヨ
丸　田　賢　一
34 回Ｈ 4年

安　達　惇　子
大　嶋　知　子
大　橋　万希子
35 回Ｈ 5年

小　林　直　樹
39 回Ｈ 9年

小　林　麻　美
小　林　優喜江
平　野　隆　行
40 回Ｈ 10年

フォアサック　香織
41 回Ｈ 11年

今　井　久　枝
小　林　　　幸
相　馬　美　樹
43 回Ｈ 13年

鶴　巻　新太郎
48 回Ｈ 18年

明　道　佳　子

3 回Ｓ 36年
川　端　欽　吾
4 回Ｓ 37年

大　谷　孝　二
6 回Ｓ 39年

幸　田　　　進
7 回Ｓ 40年

高　橋　茂　子
8 回Ｓ 41年

新　井　シ　ン
木　村　洋　子
9 回Ｓ 42年

木　津　誠一郎
田　村　三　男
角　田　清　宣
10 回Ｓ 43年

田　邊　サチ子
11 回Ｓ 44年

小　林　幸　子
野　上　久美子
12 回Ｓ 45年

小　林　京　子
田　辺　辰　次
庭　山　　　實
広　瀬　和　枝
13 回Ｓ 46年

目　崎　町　子
八　木　清　宣
15 回Ｓ 48年

石　川　富　子
三　宮　敬　三
16 回Ｓ 49年

小　黒　恒　雄
古　川　と　み
18 回Ｓ 51年

諸　橋　正　子
矢　部　恵三子
渡　辺　昌　子
若　林　道　子
20 回Ｓ 53年

石　附　孝　史
猪　口　鈴　枝
西　沢　　　均
宮　尾　正　一
山　我　小貴子
21 回Ｓ 54年

青　木　敏　男
阿　部　洋　一
菅　原　　　充
22 回Ｓ 55年

小　島　瑠美子
佐々木　浩　之
田　村　和　男
戸　嶋　　　孝
23 回Ｓ 56年

青　木　和　枝
五十嵐　タツミ
24 回Ｓ 57年

会　田　正　延
杉　茂　仲　助
髙　松　昭　夫
25 回Ｓ 58年

桑　原　和　子

清　野　　　豊
釣　巻　未　希
野　上　三　貴
111 回Ｈ 15年
種　田　純　郎
堀　　　あ　い
三　浦　千　晶
峰　村　憲　子
村　川　陽太郎
112 回Ｈ 16年
川　崎　貴　嗣
佐　藤　朋　弥
野　上　真　央
福　島　　　直
113 回Ｈ 17年
大　塚　　　智
清　野　　　智
長谷川　　　創
元　井　太　朗
114 回Ｈ 18年
楠　　　慧　子
115 回Ｈ 19年
石　川　成　明
枝　並　直　樹
津　吉　麻致子
長谷川　宝　史
116 回Ｈ 20年
有　松　亜　美
大　谷　優　太
服　部　宏　紀
117 回Ｈ 21年
伊　藤　ひとみ
大　塚　　　拓
長谷川　郁　貴
廣　島　周　平
118 回Ｈ 22年
会　田　俊　貴
有　松　真　央
小　野　真貴子
恩　田　詩　織
白　井　雄　介
髙　野　真　行
渡　邉　義　彰
119 回Ｈ 23年
五十嵐　怜　央
笠　原　　　映
川　上　達　也
河　村　　　醇
久須美　裕　子
久保田　彩　織
佐久間　菜　月
鈴　木　智　仁
関　　　こゆき
関　谷　祐　香
髙　橋　律　己
竹　内　　　優
中　村　真　衣
長谷川　大　樹
樋　口　日奈子
渡　邉　　　緑

通信制
2回Ｓ 35年

阿　部　昭　允

森　内　正　和
99 回 H3年

足　立　　　正
水　澤　　　泉
100 回 H4年

安　藤　栄　吾
岩　城　孝　和
沼　　　宏一郎
濱　　　ひとみ
宮　内　信　芳
吉　田　淳　二
101 回 H5年

臼　田　敦　子
打　越　輝　昌
片　桐　朋　美
品　田　　　泰
白　石　寛　幸
山　口　久美子
若　山　裕　伸
102 回Ｈ 6年

髙　橋　謙　介
松　澤　陽　子
宮　崎　立　子
103 回Ｈ 7年

阿　部　　　司
小　林　義　雄
関　口　健之介
富　樫　孝　文
若　林　健　一
鷲　尾　英一郎
104 回Ｈ 8年

川　端　　　周
佐　藤　　　裕
鈴　木　貴　裕
濱　　　　　勇
105 回Ｈ 9年

磯　野　寿　育
川　合　健太郎
小　林　繁　子
小　松　絵理子
寺　尾　　　仁
106 回Ｈ 10年
熊　田　千　晶
107 回Ｈ 11年
安　藤　麻　理
大　塚　健　太
関　　　裕　子
長谷川　真　弓
108 回Ｈ 12年
井　上　　　勉
佐　藤　優　美
庄　司　康　寛
本　間　拓　也
渡　辺　美　和
109 回Ｈ 13年
高　口　　　均
堂　前　壮　史
内　藤　　　亮
藤　田　智　之
矢　田　雄　介
山　際　　　章
110 回Ｈ 14年
上　野　　　佑

渡　部　美　紀
92 回Ｓ 59年

入　倉　将　実
江　成　　　修
小　林　義　人
笹　崎　　　幹
真　田　一　宏
中　島　貴　子
野　沢　孝　広
前　田　光　俊
三　屋　宰　子
93 回Ｓ 60年

安　藤　由美子
五十嵐　　　渉
小　沢　謙　一
金　子　奈々子
川　嶋　大　介
川　村　仁　誠
佐　藤　昌　子
鈴　木　利　枝
塚　本　能　之
村　山　　　薫
94 回Ｓ 61年

小　野　貴　子
加　島　倫　子
佐　藤　　　元
佐　藤　孝　幸
鈴　木　謙　也
福　田　　　満
前　田　千香子
山　口　博　之
横　田　さおり
渡　辺　康　明
95 回Ｓ 62年

江　頭　由美子
小　林　茂　子
佐　藤　　　玄
佐　藤　三貴子
田　村　和　子
田　村　要　介
土　田　圭　一
中　嶋　佳　子
横　山　直　行
96 回Ｓ 63年

小　栗　友美子
神　田　俊　昭
瀬　高　　　潤
畑　田　勝　治
浜　田　恒　平
渡　邊　　　満
97 回Ｈ 1年

荒　井　尚　則
伊　藤　泰次郎
遠　藤　啓　一
小　出　健　夫
三　浦　一　人
矢　部　正　浩
渡　部　公　正
98 回 H2年

伊　藤　　　聡
齋　田　陽　子
鈴　木　広　樹
丸　山　貴　広

韮　沢　　　均
長谷部　　　淳
藤　木　達　広
山　岸　　　毅
山　崎　浩　吉
88 回Ｓ 55年

大　越　健　介
草　間　博　子
指　中　さつき
渋　谷　　　聡
武　田　浩　昭
常　木　郁之輔
坪　井　　　望
遠　山　　　斉
戸　松　康　雄
長谷川　　　弘
三　木　公　一
八　木　博　徳
渡　辺　利　幸
渡　 　治　夫
89 回Ｓ 56年

荒　木　里　美
岩　野　尚　子
柄　沢　直　樹
古　泉　直　也
佐　野　義　孝
田　村　雅　彦
継　田　雅　美
栃　原　真与子
中　山　　　望
灰　野　正　宏
ハドリー　浩美
90 回Ｓ 57年

大　嶋　昌　宏
加　藤　公　則
神　田　　　武
神　田　　　透
儀　同　政　宏
熊　江　知　恵
古　藤　　　浩
小　林　泰　男
斎　藤　結　花
佐　藤　美由紀
信　太　典　子
菅　井　　　修
中　原　久　子
樋　口　正　史
前　田　正　子
宮　北　　　靖
村　上　恭　子
横　井　義　彦
91 回Ｓ 58年

荒　若　信　子
市　川　周　子
出　塚　次　郎
長　田　　　充
梶　　　慎一郎
梶　谷　敬　子
小　林　裕　之
西　倉　　　健
平　田　龍　彦
藤　中　秀　彦
渡　辺　輝　浩
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小　林　正　史
坂　井　朋　之
坂　井　玲　子
田　崎　和　之
田　中　　　篤
辻　　　利恵子
根　本　昌　子
平　野　　　明
星　野　紹　英
星　野　　　慎
堀　江　優　子
本　間　新　哉
山　岡　比呂志
山　口　彩　子
山　口　義　弘
山　崎　辰　男
85 回Ｓ 52年

浅　田　浩　義
石　山　長　尚
伊　藤　正　尚
上　田　桂　子
大　野　利　文
大　橋　　　裕
小　熊　隆　夫
古　谷　義　昭
小　林　孝　平
小　林　　　巧
小　林　正　巳
近　藤　真　一
志　賀　徹　也
志　村　芳　之
高　須　洋　子
竹　内　一　彦
田　中　　　清
86 回Ｓ 53年

坂　本　朋　顕
佐　藤　　　朗
鈴　木　正　孝
関　　　晴　子
田　辺　慶　直
戸　松　茂　雄
中　川　　　浩
南　野　伸　之
乗　兼　浩　明
広　沢　利　幸
本　間　祐　子
森　屋　　　剛
山　田　規　夫
87 回Ｓ 54年

青　柳　正　俊
網　干　　　守
伊　藤　　　聡
大　森　克　利
岡　村　克　彦
神　田　一　浩
小　柴　孝　子
斎　藤　　　武
斎　藤　光　雄
坂　井　　　徹
佐　野　佳　男
鈴　木　秀　利
田　崎　　　新
長　場　秀　彦

82 回Ｓ 49年
荒　井　　　誠
太　田　宏　信
小　川　雅　博
風　間　　　隆
川　上　祥　春
斎　藤　　　滋
笹　川　義　仁
佐　藤　佳　彦
澤　田　俊　明
清　水　敬　三
白　倉　真　澄
田　中　　　仁
戸　田　史　朗
内　藤　　　理
南　雲　建　男
平　田　カオル
藤　井　彰　子
藤　井　昌　幸
不二崎　正　人
藤　田　博　久
松　田　　　隆
宮　島　静　一
吉　沢　保　幸
米　持　洋　介
渡　辺　光　定
83 回Ｓ 50年

相　沢　秀　幸
相　田　八　郎
秋　田　祥　子
大　沼　敏　夫
小　越　恵　次
風　間　磨理子
唐　沢　俊　郎
菊　池　正　俊
熊　谷　雄　一
近　藤　周　子
近　藤　敏　明
後　藤　重　則
篠　原　昭　博
登　石　　　守
Dougan� 知 子
中　村　昌　子
長　島　哲　夫
原　　　錬太郎
平　松　健　二
本　間　俊　一
源　川　　　寛
宮　内　博　英
最　上　正　人
森　平　淳　子
山　際　和　明
渡　辺　光　一
渡　辺　　　卓
84 回Ｓ 51年

相　場　豊　隆
阿　部　俊　幸
五十嵐　英　一
遠　藤　和　彦
大　沢　　　満
小　野　兼　義
小　塚　洋　子
小　林　和　幸

寺　尾　英　明
長　沢　春　夫
星　野　重　幸
松　田　元　男
松　本　　　洋
松　山　　　好
水　沼　眞　一
矢　沢　公　一
山　口　正　人
山　田　幸　雄
吉　川　康　三
渡　辺　　　茂
79 回Ｓ 46年

伊　藤　　　毅
伊　藤　靖　夫
内　山　　　修
内　山　三枝子
片　岡　道　夫
勝　山　　　照
神　戸　和　彦
佐　藤　玲　子
鈴　木　正　昭
難　波　啓　子
皆　川　清　光
持　田　佳代子
山　本　純　司
横　尾　尚　巳
吉　成　　　潤
渡　辺　英　吉
渡　部　久　男
80 回Ｓ 47年

安　沢　美和子
池　田　博　文
伊　藤　　　明
遠　藤　敬　三
菊　池　のぞみ
桑　田　正　栄
古　賀　優加子
小　林　好　樹
高　野　俊　雄
髙　橋　直　人
田　巻　雅　彦
中　山　　　格
平　澤　正　人
前　田　啓　二
松　橋　由美子
松　元　直　子
81 回Ｓ 48年

朝　井　　　豊
五十嵐　　　修
五十嵐　　　寛
笹　川　典　男
澤　口　昭　一
渋　谷　　　隆
須　佐　智　明
田　中　秀　人
中　山　　　至
長　井　智　子
広　島　　　勉
古　川　洋之介
前　川　　　徹
村　木　　　薫
鷲　津　　　勇

藤　縄　利　勝
細　井　千壽子
本　間　　　均
丸　山　公　一
丸　山　義　博
森　　　邦　雄
山　内　不二夫
山　田　博　治
山　田　　　優
吉　川　恵　次
76 回Ｓ 43年

明　村　澄　雄
安　達　　　修
石　田　志津子
大　山　哲　司
小　川　文　江
加　野　裕　資
斎　藤　　　治
佐　藤　　　悠
鈴　木　　　明
中　山　三喜栄
長　北　　　学
広　川　純　夫
福　田　賢　一
星　野　洋　子
丸　山　俊　夫
山　田　俊　郎
鷲　尾　栄　作
渡　辺　友　一
77 回Ｓ 44年

天　尾　雅　実
梅　沢　　　修
大　塚　忠　雄
甲　斐　元　久
風　間　　　誠
栗　山　和　広
近　藤　　　敬
斉　藤　　　憲
斉　藤　　　茂
桜　井　宗　一
佐　藤　寿　一
清　水　道　雄
田　中　悦　子
田　中　裕　介
田　辺　悦　雄
津　野　誠　一
椿　　　秀　美
長　井　健　司
永　井　真知子
宮　田　純　一
大　和　裕　子
78 回Ｓ 45年

雨　森　和　夫
太　田　秀　樹
岡　崎　美津子
木　村　和　夫
木　杢　恭　一
倉　田　龍　彦
佐　藤　　　裕
佐　藤　義　和
鈴　木　裕　二
関　　　尚　久
寺　尾　　　綾

井　上　　　渉
上　田　　　隆
遠　藤　京　子
大　石　憲　一
小　木　恵　介
尾　崎　俊　彦
風　間　雄　一
加　藤　建　一
加　藤　直　久
木　村　和　彦
木　村　喜　蔵
倉　島　敬　雄
解　良　和　郎
小　菅　大　介
笹　川　久　男
佐　藤　春　雄
鈴　木　良　一
関　口　賢太郎
高　橋　典　久
塚　野　憲　一
殿　内　重　政
長　井　一　郎
番　場　　　清
福　田　善　規
藤　田　廣　子
古　海　正　子
本　間　正一郎
谷内田　健　次
吉　川　　　明
75 回Ｓ 42年

有　薗　順　子
石　橋　正　利
伊　藤　　　隆
伊　藤　哲　夫
大　井　　　裕
岡　田　政　文
柿　坂　伸　子
勝　見　敏　雄
北　場　　　勉
北　村　順　作
木　村　　　修
小　出　公　平
小　林　正　美
駒　村　利　晴
小　山　　　隆
小　山　良　一
鈴　木　茂　敏
鈴　木　広　志
鈴　木　正　夫
清　野　　　進
千　田　　　武
曽　我　正　男
高　橋　正　明
高　橋　美　樹
田　辺　英　志
塚　本　　　修
常　山　佐世子
永　井　道　夫
野　村　修　一
馬　場　俊　博
藤　井　建　一
藤　井　春　恵
藤　田　　　普

小　林　昭　衛
小松原　秀　一
菅　原　宗　人
高　橋　紘　生
竹　内　　　誠
田　崎　勝　司
韮　澤　孝　二
野　﨑　善　治
長谷川　周　壽
平　野　晴　夫
広　野　義　隆
本　田　春　雄
三　澤　京　子
三　村　兼　哉
山　下　正　文
渡　辺　赫　子
渡　辺　清　雄
渡　辺　伸一郎
72 回Ｓ 39年

池　田　克　弘
伊　藤　美智子
大　野　　　博
奥　山　　　守
小　林　正　昭
佐　野　正　俊
島　村　礼　子
菅　又　　　滋
高　橋　悦　子
高　橋　公　基
立　川　克　雄
塚　原　信　夫
富　取　健　彦
早　川　武　美
堀　川　　　武
吉　沢　篤　子
吉　田　秀　穂
73 回Ｓ 40年

足　立　幹　夫
荒　木　恒　雄
飯　塚　英　明
石　本　昌三郎
岩　永　守　登
大　原　敏　廣
片　山　　　毅
加　藤　千穂美
解　良　都代子
近　藤　束　穂
齋　藤　信　昭
桜　井　廉　則
佐　野　重　雄
島　倉　紀　之
鈴　木　厚　人
関　野　弘　賢
髙　島　敬　二
高　橋　　　浩
藤　田　　　肇
松　浦　則　之
森　　　　　繁
74 回Ｓ 41年

青　海　　　潔
井　海　範　子
石　井　　　明
石　原　法　子
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早　福　澄　子
棚　橋　忠　雄
玉　木　政　美
寺　崎　武　徳
樋　口　英　嗣
本　田　紘　一
宮　川　忠　和
村　木　利　夫
村　山　雅一郎
66 回Ｓ 33年

阿　部　孝　夫
阿　部　三　男
稲　月　喜　一
今　井　泰　博
内　田　定　寛
江　村　聖　治
金　澤　幸　夫
古　俣　良　寛
佐々木　紀美子
里　村　和　彦
高　橋　卯喜男
竹　石　健　一
寺　島　邦　雄
乗　松　尋　道
樋　口　博　行
福　山　忠　利
松　本　瑞　夫
三　井　昌　子
宮　崎　道　子
矢　崎　善　則
吉　田　紀　明
渡　邊　孝　男
67 回Ｓ 34年

赤　澤　　　宏
阿　部　紘　一
小　川　トモエ
加　藤　　　弘
川　口　　　襄
川　崎　昌　彦
神　林　春　次
竹　内　正　明
堤　　　嘉　郎
内　藤　秀　樹
中　島　絢　子
中　嶋　　　稔
間　口　龍　郎
真　島　紘　一
丸　山　英　治
見　田　　　進
保　田　　　勲
山　際　　　肇
68 回Ｓ 35年

安　達　雅　巳
阿　部　俊　明
阿　部　尚　武
五十嵐　一　衛
礒　辺　　　潔
岡　庭　治　行
加　藤　達　雄
神　田　性以智
小　島　専　吉
小　林　　　勲
小　師　幸　雄

鈴　木　　　勉
鈴　木　徳　義
高　橋　利　保
平　田　幸　男
藤　井　則　忠
藤　木　　　茂
藤　野　正　義
真　壁　伍　郎
丸　田　康　雄
三　崎　成　夫
湊　　　一　子
村　上　　　年
山　川　廣　之
吉　川　達　雄
63 回Ｓ 30年

石　渡　利　男
泉　　　　　均
遠　藤　秀　男
金　子　孝　士
川　崎　直　蔵
竹　山　行　三
中　山　健一郎
二　木　信　行
西　村　　　允
新田見　哲　也
野　口　弘　二
萩　野　一　英
長谷川　正　勝
馬　場　政　説
牧　　　　　壮
牧　野　英　二
皆　川　　　守
湯　川　佳　樹
64 回Ｓ 31年

石　山　宏　治
江　口　一　弥
太　田　恵　子
清　野　　　坦
小　菅　　　秋
小　林　　　脩
佐　藤　明　雄
佐　藤　　　章
佐　藤　茂　司
鈴　木　悌　三
高　橋　幸　雄
立　川　　　實
田　伏　正　樹
田　村　　　進
中　村　輝　久
仲　村　　　恒
野　村　幸　雄
早　川　周　作
星　　　　　満
堀　　　健　次
松　田　　　勲
三日月　賢　二
吉　川　要　輔
65 回Ｓ 32年

相　田　　　稔
阿　部　正　男
安　藤　宜　清
大　崎　一　治
鈴　木　　　恒

五十嵐　邦　一
池　田　和　之
泉　　　精　司
伊　藤　貞　夫
尾　嶋　　　静
笠　原　　　功
金　塚　　　尚
玄　間　敏　雄
小　石　光　夫
小　林　吾　郎
小　林　庄一郎
小　林　　　満
坂　井　丈　夫
坂　口　英　一
佐　藤　忠　春
清　野　欣　見
髙　橋　栄　明
中　田　　　亨
星　野　政　一
牧　野　　　毅
宮　崎　通　城
矢　川　和　偉
61 回Ｓ 28年

石　崎　秀　臣
稲　垣　甫　玄
勝　沼　正　郎
神　山　治　郎
木　村　　　昇
小　山　達　人
佐々木　　　肇
柴　田　　　實
助　川　孝　雄
関　矢　和　男
竹　尾　　　昇
田　中　忠　夫
田　村　文　男
徳　田　晋　也
中　野　　　進
長　沼　雄　峰
藤　田　太　郎
丸　山　　　稔
宮　川　美　彦
宗　村　　　了
村　岡　公　夫
谷田部　　　信
62 回Ｓ 29年

阿　部　邦　夫
五十嵐　邦　弥
大　高　康　夫
黒　川　徹　男
斎　藤　隆　志
新　保　利　博

宮　尾　益　敏
吉　澤　有　介
56 回Ｓ 23年

赤　坂　長　弥
網　干　道　雄
飯　島　昌　弥
池　田　兆　策
井　上　幸　衛
猪　股　成　美
岩　瀬　玲　二
上　田　　　宏
大　田　　　宏
鹿児島　昌　雄
上　村　幹　雄
幸　田　慶　治
坂　井　恒　雄
高　橋　主　治
高　松　　　昭
高　見　久　義
中　島　直　彦
深　滝　英　彦
藤　井　泰　介
堀　　　藤四郎
皆　川　正　男
宮　川　忠　行
57 回Ｓ 24年

渡　辺　好　博
58 回Ｓ 25年

坂　井　春　夫
早　川　　　淳
59 回Ｓ 26年

青　木　久　馬
安　食　裕　夫
阿　部　　　進
飯　村　康　一
石　山　芳　昌
市　川　鉄　夫
牛　木　素吉郎
内　田　進　一
小　熊　英　夫
神　田　悌　三
小　城　一　廣
関　野　光　弘
長　島　一　郎
藤　田　八　郎
堀　　　滋　久
山　田　和　雄
60 回Ｓ 27年

阿　部　和　彦
阿　部　　　康
安　藤　正　人
井　海　　　孝

全日制
41回Ｓ 9年

金　子　　　清
43 回Ｓ 11年

村　山　　　登
44 回Ｓ 12年

林　　　英　悳
星　野　　　圭
45 回Ｓ 13年

酒　井　敏　行
46 回Ｓ 14年

江　口　松　弘
高　橋　敬　吉
47 回Ｓ 15年

小　杉　吉二郎
斎　藤　良　介
48 回Ｓ 16年

五十嵐　晧　太
樫　木　　　基
49 回Ｓ 17年

中　野　重　孝
50 回Ｓ 18年

五十嵐　弘　二
51 回Ｓ 19年

市　村　　　尭
大　滝　映　夫
岡　村　安　雄
小　野　芳　一
樋　口　正　蔵
村　上　安　仁
52 回Ｓ 20年

阿　部　　　穆
大　津　　　裕
岸　田　二　郎
高　橋　昭　二
能　登　彰　夫
古　川　幸　夫
渡　辺　千　春
53 回Ｓ 20年

大　谷　邦　夫
坂　井　武　夫
中　島　常　雄
中　田　　　昭
広　野　　　究
藤　田　英　治
正　木　　　宏
55 回Ｓ 22年

今　井　兼　智
上　杉　伸　二
笠　原　孝　雄
鈴　木　俊　雄
高　橋　輝　雄

佐　藤　公　子
鈴　木　喜　也
竹　石　　　肇
竹　石　　　爾
田　辺　　　稔
長　井　英　昭
長　沼　佑　幸
畑　山　　　勉
浜　田　庄　司
広　川　忠　夫
松　本　　　章
丸　山　和　子
村　山　幸　夫
69 回Ｓ 36年

青　木　利　祐
阿　部　治　男
木　田　富士男
久保田　昌　敏
小　林　充　史
後　藤　　　宏
斎　藤　　　昭
篠　川　　　旦
菅　沼　　　浩
本　間　禎　介
的　場　義　夫
山　田　　　栄
70 回Ｓ 37年

磯　崎　曄　子
牛　沢　克　巳
江　口　光　夫
笠　原　　　洵
風　間　義四朗
栗　山　勝　博
小　松　誠　一
斉　木　孝　雄
齋　藤　　　攻
佐　藤　一　也
須　藤　寛　人
高　尾　英　明
武　石　正　中
田　中　由　夫
西　田　牧　衛
西　野　隆　三
平　林　和　郎
本　田　正　樹
三　国　政　勝
山　岸　憲　安
山　口　セ　ツ
横　田　圭一郎
吉　川　正　孝
吉　田　　　豊
71 回Ｓ 38年

青　柳　吉　治
天　野　洋　一
五十嵐　　　勤
碇　谷　正　洋
大　場　邦　雄
岡　崎　裕　子
尾　崎　恵美子
風　間　閲　子
刈　田　耕　嗣
小　池　敏　正
小　林　軍一郎

平成 23年度
（Ｈ 23．４．１～Ｈ 24．３．31）
青山同窓会会費納入者

（10月より３月末まで納入のもの）
会費を納入していただきますと「青山同窓会報」を毎号お届けい
たします。申し訳ありませんが、納入のない方には「会報」をお
送りすることができなくなってしまいます。
１口　1,000 円。できるだけ２口以上でお願いいたします。

振込先：郵便振替口座
全日制　００６５０－７－４４５５　青山同窓会
通信制　００５３０－１－７４２０７青山通教部会


